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頭 言巻

京
都
府
下
に
お
け
る
建
設
業
の
事
業
内
容

に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
り

ま
す
。
京
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
南
部
で

は
、
ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
民
間

か
ら
の
受
注
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

綾
部
市
や
福
知
山
市
な
ど
の
北
部
で
は
、
道

路
の
建
設
や
河
川
の
整
備
な
ど
の
公
共
事
業

が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
府
綾
部
市

で
１
９
４
７
年
に
創
業
し
た
弊
社
も
、
公
共

工
事
分
野
に
お
い
て
の
土
木
一
般
請
負
業
と

し
て
、
道
路
や
河
川
の
土
木
工
事
や
工
業
団

地
の
造
成
な
ど
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
十
年
は
、
建
設
に
か
か
る
投
資
額

が
減
少
し
、
企
業
や
労
働
者
数
の
減
少
が
顕

著
に
な
る
な
ど
、
建
設
業
界
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
打
開
に
向
け
て
、
我
々
も
業
界
内
で
の

自
助
努
力
を
続
け
つ
つ
、
法
改
正
に
よ
っ
て

改
善
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
毎
年
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
の
が

納
期
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
年
度
初
め
は
仕
事

が
少
な
い
閑
散
期
で
、
年
度
末
に
あ
た
る
３

月
に
工
事
が
集
中
す
る
繁
忙
期
と
の
二
極
化

が
慣
例
の
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
京
都

府
北
部
は
、
冬
場
に
降
雪
の
影
響
を
受
け
、

現
場
が
動
か
な
い
状
況
に
陥
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
場
が
広
域
に
わ

た
っ
て
お
り
、
何
十
㎞
も
離
れ
た
宮
津
市
や

福
知
山
市
な
ど
を
同
時
に
進
行
し
て
い
く
こ

と
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
長
年
の
課

題
で
し
た
が
、
最
近
よ
う
や
く
施
工
時
期
の

平
準
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
緩
和
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

入
札
制
度
に
関
し
て
も
、
価
格
だ
け
で
評

価
し
て
い
た
従
来
の
落
札
方
式
か
ら
、
品
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
を
含
ん
だ
総
合
評
価
方
式
へ
と
転
換

し
た
こ
と
は
、
業
界
の
あ
り
方
を
一
新
し
、

将
来
へ
の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

公
共
工
事
の
適
正
な
予
算
と
納
期
は
、
地
域

の
暮
ら
し
を
守
り
、
町
を
つ
く
る
上
で
必
要

不
可
欠
で
す
。
弊
社
が
事
業
を
展
開
す
る
綾

部
市
を
例
に
と
る
と
、
府
の
南
北
を
つ
な
ぐ

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道

の
整
備
や
四
車
線
化
、
北
部
地
域
へ
の
延
伸

工
事
の
必
要
性
や
、
道
路
沿
線
の
工
業
団
地

の
造
成
、
都
市
圏
か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入

れ
る
住
宅
の
建
設
や
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
要
請
活
動
を
継
続

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
行
政
が
公
共
工
事

の
予
算
を
し
っ
か
り
と
計
上
す
る
こ
と
は
、

ひ
い
て
は
市
街
地
の
形
成
に
つ
な
が
り
ま

す
。
市
町
の
発
展
の
た
め
に
も
、
今
後
は
行

政
と
建
設
業
界
が
意
見
を
交
換
し
あ
う
分
科

会
を
設
け
て
、
今
あ
る
課
題
に
つ
い
て
深
く

掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
全
体
の
課
題
と
し
て
は
、
何
と

言
っ
て
も
人
材
の
確
保
が
急
務
で
す
。
こ
れ

ま
で
業
界
内
で
は
、
給
料
が
安
い
、
現
場
で

の
作
業
が
き
つ
い
、
休
み
が
取
れ
な
い
な

ど
、
労
働
条
件
や
環
境
面
で
の
課
題
が
横
た

わ
り
、
担
い
手
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
す
。

そ
ん
な
中
、
弊
社
で
は
、
海
外
か
ら
も
人
材

人材の確保と公共工事の充実により
地域に貢献し豊かな町づくりを目指す

の
採
用
を
試
み
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

20
代
前
半
の
男
性
を
迎
え
入
れ
、
今
年
で
入

社
５
年
目
を
数
え
ま
し
た
。
現
場
監
督
の
見

習
い
を
は
じ
め
、
日
本
語
の
習
得
に
精
を
出

し
、
自
動
車
免
許
も
取
得
す
る
な
ど
と
て
も

意
欲
的
で
、
土
木
２
級
試
験
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
週
休
２
日
制
度

を
導
入
し
、
企
業
内
の
勤
務
環
境
の
整
備
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

社
会
貢
献
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域

の
道
路
の
美
化
活
動
を
は
じ
め
、
障
害
者
施

設
へ
訪
問
し
年
末
に
餅
つ
き
を
し
た
り
、
作

業
所
で
作
ら
れ
た
お
菓
子
を
購
入
し
て
施
設

に
持
っ
て
い
く
な
ど
、
30
年
来
も
の
間
、
地

域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き

ま
し
た
。
毎
年
の
恒
例
行
事
で
、
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ
て
中
止

に
な
り
大
変
残
念
な
こ
と
で
し
た
が
、
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
公
共
事
業
や
人
口
の
減
少
な
ど
を

要
因
に
し
て
、
建
設
業
界
で
も
新
た
な
再
編

が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
複
数
の
企
業
が
統

合
す
る
動
き
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
建
設
業
は
社
会
の
根
源
と
な
る
イ
ン

フ
ラ
や
建
築
物
を
整
備
し
て
い
く
基
幹
産
業

と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
に

も
、
ひ
と
つ
の
構
造
物
を
造
り
上
げ
て
い
く

満
足
感
や
使
命
感
を
持
っ
て
、
業
界
を
支
え

て
い
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（一社）京都府建設業協会
副会長　青松 高成
青松建設（株）代表取締役
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近
畿
地
整
局
と
意
見
交
換
実
施

６
つ
の
テ
ー
マ
で
議
論
交
わ
す

─
─    

安
定
的
な
事
業
の
確
保
・
増
大
と

　
　

地
域
へ
の
公
平
な
配
分
求
め
る

1

京
建
協
と
近
畿
地
方
整
備
局
は
、
昨
年

９
月
28
日
、
京
都
市
下
京
区
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
、
意
見
交
換
会
を
開

き
ま
し
た
。
協
会
か
ら
は
小
﨑
学
会
長
、

吉
村
良
一
副
会
長
、
三
輪
泰
之
副
会
長
、

ほ
か
京
都
府
内
区
域
を
所
管
す
る
事
務
所

長
な
ど
が
出
席
。
池
口
企
画
部
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
よ
う
や
く
例
年
通
り
の
発

注
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
き
た
。
国
土

強
靱
化
３
ヵ
年
緊
急
対
策
の
最
終
年
度
で

あ
り
、
し
っ
か
り
執
行
し
た
い
」
と
挨
拶

し
、
小
﨑
会
長
も
「
地
域
建
設
業
は
徐
々

に
回
復
の
兆
し
を
み
せ
て
い
る
が
、
課
題

は
山
積
」、「
地
方
の
中
小
企
業
の
工
事
受

注
量
が
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
安
定
的

な
公
共
事
業
費
の
増
額
確
保
と
公
平
な
配

分
を
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

次
い
で
意
見
交
換
の
場
と
な
り
、
協
会

は
①
安
定
的
・
持
続
的
な
公
共
事
業
費
の

確
保
及
び
地
域
建
設
企
業
の
受
注
機
会
の

確
保
・
拡
大
、
②
入
札
契
約
制
度
の
改
善
、

③
現
場
の
実
情
に
即
し
た
設
計
・
積
算
、

④
適
正
な
工
期
の
確
保
・
発
注
施
工
時
期

の
平
準
化
、
⑤
働
き
方
改
革
、
⑥
担
い
手

確
保
・
育
成
へ
の
支
援
、
の
６
つ
の
テ
ー

マ
で
近
畿
地
整
局
に
意
見
・
要
望
を
述
べ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
近
畿
地
整
局
は
、

の
期
待
」
と
題
し

て
、
富
山
英
範
京

都
府
建
設
交
通
部

長
が
講
演
。
国
土

強
靱
化
策
に
つ
い

News

京 建 協

間
制
度
や
施
工
時
期
の
平
準
化
に
取
り
組

む
、
⑤
工
期
な
ど
は
受
発
注
者
間
の
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
課
題
を
解
決
す
る
と

説
明
し
、
ま
た
③
伐
開
・
除
根
な
ど
実
情

に
即
し
た
積
算
、
及
び
⑥
担
い
手
育
成
の

要
望
に
つ
い
て
は
本
省
に
伝
え
る
、
と
回

答
し
ま
し
た
。

閉
会
に
当
た
り
三
輪
副
会
長
が
、「
充

実
し
た
対
応
に
よ
っ
て
、
建
設
業
の
地
域

間
・
規
模
間
格
差
の
是
正
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

２
回
目
の
次
世
代
経
営
者
研
修

イ
ン
フ
ラ
維
持
の
重
要
性
語
る

─
─    

富
山
・
京
都
府
建
設
交
通
部
長
と

　
　

堀
場
・
堀
場
製
作
所
会
長
が
講
演

2

京
建
協
は
昨
年
11
月
16
日
、
京
都
市
下

京
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

で
、
２
回
目
と
な
る
次
世
代
の
建
設
業
を

担
う
経
営
者
向
け
研
修
会
を
開
き
、
若
手

経
営
者
や
後
継
者
、
幹
部
ら
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
小
﨑
学
会
長
は
冒
頭
で
、

「
経
営
者
に
は
臨
機
応
変
の
対
応
力
や
指

導
力
が
求
め
ら
れ
る
。
若
手
の
経
営
者
な

ど
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
涵
養
と
多
彩
な
企
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
習
得
な
ど
、
自
己
研
鑽
の
場
と
し
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
２
部
構
成
。
第
１
部
は
「
公

共
事
業
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
へ

上
島
竜
太
郎
副

会
長
、
山
内
基

義
副
会
長
や
理

事
ら
が
、
近
畿

地
整
局
か
ら
は

池
口
正
晃
企
画

部
長
や
増
田
安

弘
企
画
部
技
術

調
整
管
理
官
の

堀場厚堀場製作所会
長次世代経営者向け研修風景

て
、
国
は
今
後
、
中
期
的
に
５
年
程
の
強

靱
化
計
画
を
実
施
す
る
方
向
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
述
べ
、
京
都
府
の
重
要
課
題

と
し
て
、
新
名
神
高
速
道
路
活
用
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
、
防
災
・
減
災
、
イ
ン

フ
ラ
維
持
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

あ
げ
ま
し
た
。
第
２
部
は（
株
）堀
場
製

作
所
の
堀
場
厚
代
表
取
締
役
会
長
兼
グ

ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
「
潮
目
が
変
わ
る
時
代
に

ど
う
対
処
し
て
い
く
か
―K

now
ledge

か
らC

reativity

へ
」
と
題
し
て
講
演
。

自
身
の
米
国
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、

「
カ
ル
チ
ャ
ー
を

信
じ
合
う
こ
と
」

「
そ
の
時
の
ベ
ス

ト
を
尽
く
す
こ
と
」

「
経
営
の
中
の
遊

び
」
な
ど
、
成
長

を
続
け
る
秘
訣
を

述
べ
ま
し
た
。

意見交換会で挨拶する小﨑学会長

近畿地整局との意見交換会の会場風景

富山英範京都府建設
交通部長

小﨑学会長

①
公
共
事
業
費
は

平
成
22
年
度
以
降

ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

り
、
来
年
度
概
算

要
求
は
１
・
０
要

求
と
な
る
、
②
参

入
機
会
の
拡
大
な

ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
、
④
余
裕
期
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協
力
し
難
局
を
乗
り
越
え
よ
う

京
都
府
建
産
連
が
年
賀
交
歓
会

─
─    

溝
口
近
畿
地
整
局
長
は
、
事
業
の

　
　

執
行
に
努
め
る
と
挨
拶

3

京
都
府
建
設
産
業
団
体
連
合
会
は
１
月

８
日
、
京
都
市
下
京
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
京
都
で
、
令
和
３
年
新
春
年
賀

交
歓
会
を
開
き
、
約
２
３
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
冒
頭
挨
拶
で
岡
野
会
長
は
「
国

土
強
靱
化
な
ど
の
裏
付
け
と
な
る
予
算
の

確
保
が
必
要
」
と
課
題
を
述
べ
、
来
賓
の

溝
口
宏
樹
近
畿
地
方
整
備
局
長
は
国
土
強

靱
化
対
策
に
触
れ
、「
事
業
期
間
、
予
算

規
模
、
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
拡
大
さ
れ
た
。

し
っ
か
り
と
執
行
に
努
め
て
い
き
た
い
」

年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
き
ま
し

た
。
同
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
近
畿
２
府
５

県
の
建
設
業
協
会
と
国
土
交
通
省
が
地
域

の
要
望
な
ど
を
聴
取
す
る
た
め
の
地
域
懇

談
会
と
併
せ
て
開
か
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
と
国
交
省
と
合
わ
せ
て
約
80
人

が
参
加
と
な
り
、
京
建
協
か
ら
は
小
﨑
学

会
長
、
吉
村
良
一
副
会
長
、
三
輪
泰
之
副

会
長
、
上
島
竜
太
郎
副
会
長
、
山
内
基
義

副
会
長
、
中
村
敬
二
専
務
理
事
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。
松
田
協
議
会
幹
事
は
、「
国

土
強
靱
化
政
策
の
継
続
を
含
め
、
引
き
続

き
防
災
事
業
を
実
施
し
、
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

国
交
省
の
天
河
宏
文
不
動
産
・
建
設
経
済

局
官
房
審
議
官
は
、
２
０
２
１
年
度
予
算

案
に
つ
い
て
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
公

共
事
業
予
算
の
確
保
に
向
け
し
っ
か
り
取

り
組
む
」
と
述
べ
、
溝
口
宏
樹
近
畿
地
方

整
備
局
長
は
「
地
域
建
設
業
は
私
た
ち
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
一
翼
を
担
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
語
り
、
奥
村
太
加
典
全

建
会
長
は
「
建
設
業
は
地
域
の
守
り
手
と

し
て
、
ま
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
地

域
の
作
り
手
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
務

め
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
協

議
会
の
提
案
議
題
は
、
①
公
共
事
業
予
算

の
持
続
的
確
保
と
国
土
強
靱
化
予
算
継

続
、
②
地
元
建
設
業
者
の
受
注
機
会
拡

大
、
③
働
き
方
改
革
に
お
け
る
担
い
手
確

保
と i-C

onstruction

支
援
、
④
新
担
い

手
３
法
の
推
進
、
⑤
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
、
⑥
設
計
・
積
算
、
施
工
、

の
６
項
目
。
京
建
協
は
提
案
議
題
③
に
つ

い
て
、
設
計
労
務
単
価
や
現
場
管
理
費
の

引
上
げ
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進
を
要

望
し
ま
し
た
。

新
入
・
若
手
社
員
研
修
を
開
く

社
会
人
・
建
設
人
の
基
礎
学
ぶ

─
─    

初
の
リ
ア
ル
と
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
、

　
　

全
体
で
45
人
参
加
、
女
性
は
13
人

5

京
建
協
は
昨
年
10
月
20
日
と
21
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、「
令
和
２
年
度
新
入
・

若
手
社
員
研
修
」
を
京
都
市
中
京
区
の
京

都
建
設
会
館
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
参

加
者
は
、
会
館
で
20
人
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
25
人
、

合
計
45
人
。
女
性
は
13
人
の
参
加
で
す
。

本
来
は
４
月
頃
の
開
催
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

閉
会
に
当
た
り
小
﨑
学
副
会
長
は
「
難

局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
み
ん
な
で
協
力

し
合
っ
て
い
こ
う
」
と
会
場
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
今
回
は
着
座
し
、
飲
食
は

無
し
の
交
歓
会
と
な
り
ま
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
、

国
交
省
と
６
議
題
で
意
見
交
換

─
─    

京
建
協
は
働
き
方
改
革
等
に
伴
う

　
　

現
場
管
理
費
な
ど
の
引
上
げ
要
請

4

近
畿
建
設
業
団
体
協
議
会
（
幹
事
・
松

田
隆
兵
庫
県
建
設
業
協
会
長
）
は
昨
年
10

月
８
日
、
神
戸
市
中
央
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
で
、
２
０
２
０

密を避けた近畿ブロック会議の様子

岡野益巳会長

山下晃正京都府副知
事

伊吹文明衆議院議員小﨑学副会長

門川大作京都市長

溝口宏樹近畿地整局長

加藤大貴副会長

の
公
共
投
資
に
触

れ
て
「
将
来
の
予

算
確
保
も
考
え
、

国
会
議
員
と
し
て

で
き
る
限
り
努
力

と
、
山
下
晃
正

京
都
府
副
知
事

は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
基
盤
整
備

は
し
っ
か
り
進

め
た
い
」
と
、

門
川
大
作
京
都

市
長
は
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
危
機

を
「
改
革
の
契

機
と
し
て
取
り

組
む
」
と
、
伊

吹
文
明
衆
議
院

議
員
は
自
治
体
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禍
で
10
月
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に

絹
川
雅
則
労
務
経
営
委
員
長
が
挨
拶
。

「
皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
手
が
最
先
端
の
技

術
を
用
い
て
現
場
を
変
え
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
。
10
年
、
20
年
と
働
き
、
後
輩
を

育
て
る
立
場
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
初
日
は
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。
講
師
は
京
都
サ
ン

ダ
ー（
株
）の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

田
辺
直
子
氏
。
聞
こ
え
る
声
で
あ
い
さ

つ
、
時
間
を
大
切
に
、
な
ど
５
つ
の
社
会

人
の
基
礎
を
掲
げ
、
自
己
紹
介
を
し
合
う

こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
２
日
目
の
21
日
は
、（
株
）ラ
ン
パ

ス
の
東
和
博
代
表
が
、「
建
設
人
と
し
て

の
基
礎
・
基
本
」
を
テ
ー
マ
に
、
建
設
業

の
社
会
的
役
割
、
建
設
業
の
基
礎
知
識
、

建
設
業
の
業
務
フ
ロ
ー
基
礎
知
識
、
な
ど

に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
現
場
見
学
会
を
開
催

新
名
神
高
速
、
清
水
寺
見
学

─
─    

工
学
院
高
校
と
宮
津
高
校
が
参
加

　
　

臨
場
感
に
将
来
の
担
い
手
が
感
動

6

若
者
が
建
設
業
に
関
心
を
持
ち
、
業
界

へ
の
入
職
を
促
す
た
め
の
京
建
協
主
催
の

高
校
生
の
建
設
現
場
見
学
会
が
昨
年
10
月

と
11
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月
23
日
に

行
わ
れ
た
の
は
京
都
市
立
京
都
工
学
院
高

校
の
生
徒
が
対
象
で
、
現
場
は
西
日
本
高

速
道
路（
株
）が
進
め
る
城
陽
市
に
お
け
る

新
名
神
城
陽
第
二
高
架
橋
西
工
区
と
宇
治

府
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
長
補
佐
が
保
存

修
理
事
業
を
説
明
し
ま
し
た
。
生
徒
は
２

班
に
分
か
れ
て
見
学
を
行
い
、
最
後
に
生

徒
代
表
が
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

迫
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

３
年
後
適
用
に
備
え
セ
ミ
ナ
ー

―
―
リ
ア
ル
と
Ｗ
ｅ
ｂ
一
体
で
開
催

　
　

週
休
２
日
工
事
の
現
状
等
説
明

7

「
令
和
２
年
度
働
き
方
改
革
応
援
セ
ミ

ナ
ー
」
が
２
月
８
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
会
場
（
京
都
建
設

会
館
）
の
模
様
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
も
聴
講
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
質
問
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
開
催
。
会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
併
せ
て
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
絹
川
雅

則
労
務
経
営
委
員
長
は
、「
働
き
方
を
ど

う
改
善
し
て
い
く
か
、
講
師
と
と
も
に
考

え
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
「
建
設
業
の
働
き
方
改
革
に

田
原
町
の
宇
治
田
原
ト
ン
ネ
ル
東
工
区
の

２
つ
の
現
場
で
す
。
約
40
人
の
高
校
生
と

引
率
教
諭
は
中
型
バ
ス
３
台
に
分
乗
し
、

同
校
を
出
発
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
絹
川

雅
則
労
務
経
営
委
員
長
が
「
学
校
で
勉
強

し
て
い
る
だ
け
で
は
体
験
で
き
な
い
機
会

で
あ
り
、
大
事
に
時
間
を
使
い
、
疑
問
点

は
質
問
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
現
場
を
案
内
し
た
の
は
西
日
本
高
速

道
路（
株
）の
関
西
支
社
新
名
神
京
都
事
務

所
の
大
國
守
道
工
務
課
長
。
高
架
橋
の
見

学
の
後
、
宇
治
田
原
ト
ン
ネ
ル
現
場
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
11
月
13
日
に
は
京
都
府

立
宮
津
天
橋
高
校
の
建
築
科
１
年
生
約
30

人
が
参
加
し
て
、
清
水
寺
の
保
存
修
理
現

場
を
見
学
し
ま
し
た
。
山
田
孝
司
労
務
経

営
副
委
員
長
が
「
本
堂
な
ど
多
く
の
文
化

財
を
じ
っ
く
り
見
て
有
意
義
な
見
学
会
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
島
田
豊
京
都

田辺直子講師

今回はWeb上でも開催 東和博講師

絹川雅則労務経営委
員長

藤本正典近畿地整局
技術管理課長

髙城辰哉近畿地整局
建設産業第一課長

小見伸雄京都労働局
労働基準監察監督官

京都建設会館で行われた研修

新名神の高架橋工事（城陽市）を見学する工学院高
校生の皆さん

ほぼ保存修理が完了した清水寺の様子を見学する
宮津天橋高校生の皆さん

絹川雅則労務経営委
員長
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つ
い
て
」。
近
畿
地
方
整
備
局
の
髙
城
辰

哉
建
政
部
建
設
産
業
第
一
課
長
は
、
労
働

時
間
短
縮
を
進
め
る
た
め
の
適
正
工
期
に

つ
い
て
説
明
。
同
局
の
藤
本
正
典
企
画
部

技
術
管
理
課
長
は
、
週
休
２
日
工
事
の
実

施
状
況
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
第
２
部

は
「
働
き
方
改
革
関
連
法
と
は
～
主
要
改

正
点
の
説
明
～
」。
厚
生
労
働
省
京
都
労

働
局
の
小
見
伸
雄
労
働
基
準
部
監
督
課
労

働
基
準
監
察
監
督
官
は
、
働
き
方
改
革
関

連
法
の
要
点
を
説
明
。
第
３
部
は
、
講
師

３
人
に
加
え
、
小
﨑
会
長
も
加
わ
り
、
絹

川
委
員
長
の
司
会
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
﨑
会
長
は

「
工
期
の
算
出
に
対
す
る
第
三
者
的
・
客

観
的
検
査
機
関
が
必
要
で
な
い
か
」
ま

た
、「
最
初
に
発
注
者
と
接
触
す
る
建
築

士
に
は
工
期
の
適
正
な
算
出
、
予
算
の
確

保
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
一
級
建
築
士
の
試

験
項
目
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
免
許
の
更

正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
つ
い
て
解
説

し
ま
し
た
。
改
正
建
設
業
法
で
は
著
し
く

短
い
工
期
に
よ
る
請
負
契
約
の
締
結
が
禁

止
さ
れ
、
元
請
が
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

15
回
目
の
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

工
夫
こ
ら
し
バ
ー
チ
ャ
ル
開
催

―
―
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
ス
タ
ジ
オ
か
ら
発
信

　
　

約
１
０
０
人
が
ツ
ア
ー
に
参
加

9

建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
に
例

年
開
催
の
、「
親
子
で
ま
な
ぶ
京
都
の
建

設
・
土
木
」
は
、
昨
年
12
月
５
日
、
コ
ロ
ナ

禍
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
を
使
っ
て
「
工
事
現
場
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ

ア
ー
～
現
場
の
貴
重
映
像
を
見
よ
う
！！
～
」

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
見
学
場
所
は
工

学
院
高
校
と
同
じ
く
新
名
神
高
速
道
路
の

城
陽
市
の
高
架
部
と
宇
治
田
原
町
の
ト
ン

ネ
ル
部
の
現
場
。
い
ず
れ
も
西
日
本
高
速

道
路（
株
）の
工
事
現
場
で
す
。
午
前
18

組
、
午
後
16
組
の
計
34
組
の
家
族
約
１
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

発
信
は
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
の
ス
タ
ジ
オ
。
午

前
に
は
髙
木
英
二
総
務
広
報
委
員
長
が
、

建
設
業
法
や
働
き
方
改
革
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
学
ぶ

─
─    

適
正
納
期
や
未
払
い
残
業
代
な
ど

　
　

高
ま
る
リ
ス
ク
へ
の
備
え
を
聞
く

8

昨
年
10
月
８
日
、「
令
和
２
年
度
建
設

業
税
財
務
講
習
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

き
、「
建
設
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

動
向
と
違
法
残
業
・
未
払
い
残
業
代
の
法

的
リ
ス
ク
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講

習
会
は
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金
が
後

援
し
ま
し
た
。
講
師
は
匠
総
合
法
律
事
務

所
代
表
社
員
弁
護
士
の
秋
野
卓
生
氏
。

髙
木
英
二
総
務
広
報
委
員
長
の
挨
拶
で

始
ま
っ
た
講
習
会
で
、
秋
野
弁
護
士
は
昨

年
10
月
施
行
の
改
正
建
設
業
法
や
働
き
方

改
革
の
動
向
と
違
法
残
業
・
未
払
い
残
業

代
が
も
た
ら
す
法
的
リ
ス
ク
、
さ
ら
に
改

京都新聞2020年11
月７日朝刊広告

進行役を務めるベルサイユさん（左）と説明する大國守道
課長（右）

西靖彦事務局次長

髙木英二総務広報委
員長

髙木英二総務広報委
員長

秋野卓生弁護士

パネル風景。左から小﨑学会長、髙城辰哉課長、
藤本正典課長、小見伸雄労働基準監察監督官

京都建設会館のセミナー風景

「
バ
ー
チ
ャ
ル
で
現
場
の
迫
力
を
実
感
し

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
午
後
は
西
靖
彦

事
務
局
次
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
深
夜
の

わ
ず
か
４
時
間
で
の
施
工
と
な
っ
た
高
架

橋
工
事
と
宇
治
田
原
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

つ
い
て
、
西
日
本
高
速
道
路（
株
）の
大
國

守
道
課
長
が
説
明
。
進
行
役
は
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

タ
レ
ン
ト
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
さ
ん
で
す
。
随

時
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
た
質
問
に
回
答

し
、
最
後
に
パ
ス
タ
と
マ
シ
ュ
マ
ロ
で
高

い
タ
ワ
ー
を
つ
く
る
ゲ
ー
ム
で
力
学
を
体

感
的
に
学
び
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新
の
際
に
受
講

し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
の
で

は
」
と
問
題
提

起
し
、
活
発
に

議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
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担
い
手
確
保
と
企
業
の
成
長
を
目
指
し
て

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
未
来
を
語
る

元
請
・
下
請
の
共
栄
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
実
現

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
本
年
は
制
度
普
及
の
正
念
場
。
そ
の
決
意
を
野
口
知
希

国
土
交
通
省
不
動
産
・
建
設
経
済
局
建
設
市
場
整
備
課
建
設
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
推
進
室

長
と
髙
木
英
二
当
協
会
総
務
広
報
委
員
長
が
語
り
合
い
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

低
廉
な
シ
ス
テ
ム
目
指
し
た
が

髙
木　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

が
地
方
ゼ
ネ
コ
ン
に
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
、
建
設
業
に
と
っ
て
ど
ん
な
明

る
い
未
来
が
あ
る
の
か
、
国
土
交
通
省
の

担
当
官
に
是
非
と
も
う
か
が
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
地
方
ゼ
ネ
コ
ン
と

一
緒
に
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

を
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
れ
ば
、
な
お
う
れ
し
い
で
す
。

新
料
金
が
２
０
２
０
年
９
月
８
日
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
料
金
の
引
上
げ
は
や
む
を

得
な
い
と
は
考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は

値
上
げ
の
背
景
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

野
口　

料
金
の
改
定
と
追
加
拠
出
に
関
し

て
は
十
分
な
ご
説
明
が
で
き
な
い
ま
ま
混

乱
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
２
０
２
０
年
４
月

に
は
能
力
評
価
の
仕
組
が
で
き
上
が
り
、

専
門
工
事
業
の
見
え
る
化
の
構
築
の
仕
組

も
大
体
で
き
上
が
る
は
ず
で
し
た
。
そ
の

途
中
で
、
こ
う
し
た
事
態
に
至
っ
た
の
は
、

申
し
訳
な
く
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

料
金
改
定
の
経
緯
を
申
し
上
げ
る
と
、

料
金
の
設
定
な
ど
は
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
運
営
協
議
会
が
発
足
す
る
前
の
段
階
で

業
界
の
皆
さ
ま
と
協
議
し
て
料
金
の
設
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
初
め
て
の

シ
ス
テ
ム
構
築
で
あ
っ
た
た
め
、
不
具
合

が
生
じ
た
と
き
の
解
決
策
を
ど
の
よ
う
に

決
め
る
の
か
な
ど
の
仕
組
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
最
大
の
問
題
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
運
営
協
議
会
に
対
し
、
早
い
段
階
で
追

加
の
開
発
費
が
ど
れ
ほ
ど
か
か
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
な

ど
に
つ
い
て
正
確
に
お
伝
え
で
き
て
い
れ

ば
、
も
っ
と
別
の
処
方
箋
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
行
え
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
料
金
の
設
定
自
体
に
つ
い

て
は
、
加
入
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
阻
害

し
な
い
よ
う
に
と
の
観
点
か
ら
可
能
な
限

野
口
知
希
×
髙
木
英
二

国
土
交
通
省

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
推
進
室
長

京
都
府
建
設
業
協
会

総
務
広
報
委
員
長

り
低
廉
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
た
の
で
す

が
、
登
録
審
査
の
習
熟
も
な
か
な
か
追
い

つ
か
ず
審
査
費
用
が
増
え
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
技
能
労
働
者
の
皆
さ
ん
と

建
設
会
社
に
は
登
録
の
手
続
で
煩
雑
な
作

業
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
シ
ス
テ
ム
の
真
正
性
を
重
視
す
る
あ

ま
り
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
問
合
せ
で
殺

到
し
、
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
陥

り
、
登
録
し
よ
う
と
す
る
方
々
の
不
満
を

募
ら
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
、
費
用
が

さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
開
発
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
、
１
日
で
も
早
く
登
録
を
開
始
し
よ
う

と
し
た
あ
ま
り
突
貫
工
事
に
な
っ
て
し
ま

い
、
結
果
と
し
て
追
加
の
開
発
費
用
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

審
査
経
費
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
維
持

オ
ン
ラ
イ
ン

対
談
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費
は
、
審
査
に
か
か
る
恒
常
的
な
費
用
で

す
が
、
そ
れ
と
収
入
が
著
し
く
バ
ラ
ン
ス

を
欠
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、
登
録
１
件
当

た
り
の
収
入
に
比
べ
審
査
コ
ス
ト
が
膨
ら

む
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

２
段
階
登
録
方
式
導
入
の
背
景

髙
木　

運
営
協
議
会
に
参
加
す
る
各
団
体

は
、
値
上
げ
は
仕
方
が
な
い
と
い
う
姿
勢

で
す
が
、
今
後
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
す

る
か
が
問
題
で
す
。

野
口　

運
営
協
議
会
で
合
意
を
い
た
だ
き

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
発

展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
使
い
方
の
拡
大

と
い
う
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

髙
木　

簡
略
型
と
詳
細
型
と
い
う
新
し
く

２
段
階
登
録
方
式
が
導
入
さ
れ
ま
す
ね
。

野
口　

は
い
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
建
設
業
振
興
基
金
で
設
計
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
２
０
２
０
年
内
に

も
運
営
協
議
会
の
運
営
委
員
会
に
ご
提
案

申
し
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

髙
木　

２
つ
の
方
式
の
提
案
に
は
、
ど
ん

な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

野
口　

理
由
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
審
査
コ
ス
ト
の
削
減
、
も
う
一
つ

は
申
請
者
の
負
担
軽
減
で
す
。
申
請
者
の

登
録
手
続
き
の
中
で
最
も
煩
雑
と
言
わ

れ
、
か
つ
最
も
審
査
コ
ス
ト
が
か
か
る
の

は
社
会
保
険
の
加
入
状
況
と
保
有
資
格
で

す
。
社
会
保
険
や
建
退
共
・
中
退
共
な
ど

の
加
入
状
況
は
い
か
な
る
方
で
あ
っ
て
も

必
須
の
項
目
で
す
。
一
方
、
保
有
資
格
や

表
彰
履
歴
は
数
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
一
人

の
技
能
者
の
方
で
も
複
数
取
得
し
て
い
る

場
合
も
あ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
異
な
り
、
審
査
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま

す
。
こ
の
２
つ
を
分
離
さ
せ
る
こ
と
で
、

審
査
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
ろ
う
と
い
う
考

え
で
す
。
資
格
に
つ
い
て
は
持
っ
て
い
る

人
も
持
っ
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
か
ら
、

ど
う
し
て
も
登
録
を
求
め
る
も
の
で
も
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
御
意
見
も
踏

ま
え
て
簡
略
型
と
詳
細
型
に
分
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

髙
木　

簡
略
型
か
ら
詳
細
型
に
移
行
す
る

こ
と
は
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

野
口　

移
行
は
可
能
で
す
が
、
技
能
者
が

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
の
が
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
本
来
の
使
い
方
で
あ

り
、
こ
の
場
合
は
詳
細
型
で
登
録
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
両
者
の
具
体
的
な
使

い
方
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
周
知
し
て

ま
い
り
ま
す
。

熟
練
技
能
者
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

髙
木　

公
共
工
事
の
入
札
で
は
最
低
制
限

価
格
が
あ
り
、
そ
こ
を
少
し
上
回
っ
た
金

額
で
な
い
と
受
注
で
き
ま
せ
ん
。
予
算
は

カ
ツ
カ
ツ
で
す
。
レ
ベ
ル
が
高
い
技
能
者

を
使
え
ば
賃
金
が
上
が
り
、
負
担
ば
っ
か

り
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
ど
も

元
請
会
社
に
は
メ
リ
ッ
ト
の
メ
の
字
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
レ
ベ
ル
４
の
技
能

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
仕
事

が
、
地
方
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
京
都
で
言
え
ば
御

所
の
工
事
な
ら
、
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
一
般
の
公
共
工
事
で

そ
ん
な
仕
事
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
公
共
工
事
で
は
同
じ
機
能
を

果
た
せ
る
な
ら
一
番
安
い
工
法
が
と
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
に
名
工
に
や
っ
て
も
ら
う
仕

事
が
発
生
す
る
で
し
ょ
う
か
。
多
分
、
あ

り
得
な
い
で
し
ょ
う
。
会
計
検
査
に
も

引
っ
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
レ
ベ
ル
４

の
技
能
者
を
使
っ
て
も
予
算
に
反
映
さ
れ

な
い
の
で
は
、
私
た
ち
は
困
っ
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。

野
口　

賃
金
の
高
い
技
能
者
を
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
で
す
が
、
こ
れ
は
工
事

の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
。
国
の
直
轄
工
事

で
も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
案
件
の
よ
う
に
一
般
土
木
で

７
億
円
程
の
規
模
、
複
雑
で
工
期
も
そ
れ

な
り
に
長
い
工
事
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
伺
っ
た

も
の
と
し
て
、
一
般
競
争
入
札
で
も
一
定

金
額
以
上
の
案
件
で
は
一
定
の
資
格
を
持

つ
技
能
者
を
配
置
す
る
こ
と
を
発
注
条
件

に
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
と
承
知
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
必
ず
し
も
積
算
単
価
に
お

い
て
そ
う
し
た
資
格
者
の
労
務
単
価
に
つ

い
て
上
乗
せ
等
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
レ
ベ
ル
４
の
技
能
者
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
と
い
う

点
で
も
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
レ
ベ
ル
の
技

能
者
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
の
か
に
つ

い
て
、
発
注
段
階
で
ど
こ
ま
で
見
て
い
く

か
に
つ
い
て
も
、
髙
木
委
員
長
が
ご
指
摘

の
点
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
レ
ベ
ル
４
の
登
録
基

幹
技
能
者
は
現
場
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
や
管
理
能
力
が
重
視
さ
れ
る
資
格
で

す
。
工
事
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
レ
ベ
ル
の

高
い
人
を
使
う
と
い
う
発
想
は
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
で
、
市
町
村

が
発
注
す
る
よ
う
な
規
模
の
小
さ
い
工
事

で
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
総
合

評
価
を
実
施
し
て
い
な
い
自
治
体
も
結
構

あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
現
在
、
都
道
府
県
に
お
い
て
検

討
・
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
、

野口知希建設キャリアアップシステム推進室長
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と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
た
と
え
ば
交
通
誘

導
員
な
ど
も
含
め
て
、
現
場
に
入
る
人
は

登
録
で
き
る
土
台
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ

と
が
設
計
の
段
階
で
あ
っ
た
、
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

と
現
場
管
理
と
い
う
両
面
か
ら
つ
く
ら
れ

て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在

の
35
職
種
以
外
の
方
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
ど
う
す
る
か
、
こ
れ
は
ま
た
別
の
問
題

で
す
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
議
論
の
過
程
に
あ
り
ま
す
。

髙
木　

保
有
す
る
資
格
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に

入
れ
て
い
け
ば
、
レ
ベ
ル
を
勝
手
に
判
断

し
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
楽
と
言

え
ば
楽
で
す
。
技
能
を
示
す
も
の
と
し
て

は
、
た
と
え
ば
建
設
マ
ス
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
も
の
も
１
枚
の
カ
ー
ド
に

入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
35
職

種
以
外
に
も
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

野
口　

現
在
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
基
準
は

35
職
種
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の

職
種
に
つ
い
て
も
２
０
２
０
年
度
内
に
基

準
を
つ
く
っ
て
、
現
場
に
入
る
す
べ
て
の

労
働
者
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
せ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

の
基
準
で
は
、
た
と
え
ば
１
級
の
○
○
技

能
士
と
か
、
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
の

技
能
講
習
の
修
了
者
な
ど
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
、
国
交
省
の

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
が
顕
彰
す
る
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
も
あ
り
ま
す
し
、

各
事
業
者
・
団
体
も
内
部
で
表
彰
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
技
能
者
の
何

ら
か
の
力
を
証
明
す
る
も
の
で
す
し
、
あ

る
い
は
実
際
に
得
て
い
る
収
入
・
賃
金

も
、
そ
の
人
の
働
き
ぶ
り
の
評
価
結
果
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
一
つ

の
基
軸
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
各

種
の
協
議
会
や
会
議
の
中
で
提
案
し
て
お

り
ま
す
。

た
だ
、
ど
こ
ま
で
の
職
種
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別

の
議
論
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
業
界
の
お
話
を
い
た
だ
き
な
が
ら
決

定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
木　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
広
め
て
い
く
方

向
に
つ
い
て
は
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
で

35
職
種
と
コ
リ
ン
ズ
は
別
物
で
、
両
者
に

つ
な
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と

ど
う
し
て
も
、
地
方
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
は

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
や
る

意
味
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
監
理
技
術
者
に
つ

い
て
は
次
の
段
階
で
議
論
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

野
口　

そ
う
で
す
ね
、
技
術
者
の
評
価
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
部
分
の

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
今

後
の
職
種
の
拡
大
に
つ
い
て
は
次
の
ス

テ
ッ
プ
で
出
て
く
る
話
で
す
。

一
般
管
理
費
の
低
さ
が
阻
害

髙
木　

会
社
の
内
情
を
申
し
上
げ
れ
ば
、

元
請
事
業
者
が
登
録
し
て
い
れ
ば
、
総
合

評
価
で
の
加
点
な
ど
何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
る
の
が
、
ま
ず
は
取
っ
掛

か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

自
治
体
の
発
注
に
関
し
て
、
業
界
の
方

か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国

が
進
め
て
い
る
各
種
施
策
が
市
町
村
に
十

分
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
面
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
し
っ
か
り
周
知
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
か
お
か
し

い
と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
具
体
的
に
指

摘
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

髙
木　

市
町
村
レ
ベ
ル
ま
で
整
合
性
を
図

ろ
う
と
い
う
の
は
国
の
方
針
と
考
え
て
い

い
の
で
す
か
。

野
口　

そ
う
で
す
。
本
省
や
地
方
整
備
局

の
建
政
部
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
を

使
っ
て
具
体
の
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
賃
金
の
高
い
人
を
使
う
場
合
で

す
が
、
発
注
段
階
で
ど
こ
ま
で
積
算
に
繰

り
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
設
計
労
務
単
価
は
賃
金
の
支
払
い
の

実
態
を
調
べ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
現
場
に

は
賃
金
の
低
い
人
か
ら
高
い
人
ま
で
い
る

こ
と
を
前
提
に
単
価
を
設
定
す
る
仕
組
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
実
態
か
ら
著
し
く

乖
離
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

会
計
検
査
の
問
題
で
す
が
、
レ
ベ
ル
４

の
技
能
者
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

判
断
し
た
工
事
に
つ
い
て
、
会
計
検
査
で
、

そ
れ
は
お
か
し
い
と
言
い
切
る
こ
と
も
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
使
う
理
由
が
整
っ
て

い
れ
ば
、
全
部
が
お
か
し
い
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

髙
木　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

に
は
登
録
す
る
職
種
が
い
ろ
い
ろ
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を
振
興
基
金
に

尋
ね
る
と
、「
建
設
業
の
人
は
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
回
答
が

返
っ
て
き
ま
す
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
は
あ
く
ま
で
も
建
設
業
が
対
象

で
、
建
設
業
以
外
の
職
種
は
い
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
は
副
業
オ
ー

ケ
ー
の
時
代
だ
か
ら
、
そ
こ
ま
で
登
録
す

る
意
味
が
あ
る
の
か
、
と
思
い
ま
す
が
。

そ
れ
か
ら
、
仕
事
を
し
た
ら
、
税
金
を
払

い
な
さ
い
と
い
う
こ
と
ま
で
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
級
施
工
管
理
技
士
の
資

格
を
取
る
者
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

技
士
補
の
制
度
が
つ
く
ら
れ
、
監
理
技
術

者
は
２
つ
の
現
場
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

登
録
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
リ
ン

ズ
で
実
績
を
登
録
す
る
だ
け
で
す
。
レ
ベ

ル
４
の
技
能
者
に
任
せ
て
お
け
ば
、
元
請

の
監
督
は
い
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

野
口　

ま
ず
、
職
種
の
問
題
で
す
が
、
当

初
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
と
き
に
現
場
に

入
る
の
は
現
場
の
技
能
者
だ
け
で
は
な
い
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一
生
懸
命
に
働
い
て
ご
飯
食
べ
て
い
く
の

で
精
一
杯
で
す
。
監
督
者
の
給
料
も
上
げ

ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
最
大
の
問
題

は
予
算
に
あ
り
ま
す
。
最
も
絞
ら
れ
て
い

る
の
は
一
般
管
理
費
で
す
。
そ
の
た
め
に

若
い
人
を
入
れ
て
育
成
し
て
い
こ
う
と
い

う
感
覚
に
な
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
即
戦

力
が
ほ
し
い
と
い
う
状
況
で
す
が
、
そ
ん

な
人
が
い
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
ど

も
も
や
る
こ
と
は
や
り
ま
す
が
、
や
ら
さ

れ
感
ば
か
り
が
募
っ
て
き
て
い
ま
す
。
振

興
基
金
さ
ん
と
話
を
し
て
も
、
シ
ス
テ
ム

を
ど
う
す
る
か
、
そ
ん
な
話
ば
か
り
で
す
。

地
方
の
イ
ン
フ
ラ
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
目

が
い
か
な
い
と
、
地
方
の
職
人
は
増
え
ま

せ
ん
。
地
方
が
活
性
化
し
て
い
く
に
は
何

か
な
い
と
い
け
な
い
が
、
そ
こ
が
全
然
見

え
て
こ
な
い
の
が
現
実
で
す
。
見
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

野
口　

こ
れ
ま
で
建
設
業
関
係
で
何
か
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
の
一
つ
の
切
り
口
と

し
て
公
共
工
事
で
の
取
組
を
進
め
て
き
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
の
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
つ

い
て
も
、
ま
ず
は
国
の
直
轄
か
ら
モ
デ
ル

工
事
を
始
め
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
の

一
部
で
総
合
評
価
の
取
組
が
始
ま
り
、
そ

れ
が
市
町
村
に
ど
ん
ど
ん
下
り
て
い
く
と

い
う
方
向
性
で
進
ん
で
い
ま
す
。
地
方
の

規
模
の
大
き
い
事
業
者
は
公
共
工
事
の

ウ
ェ
ー
ト
が
高
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
公

共
工
事
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
き
か
せ
る

の
は
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、
レ
ベ
ル
の
高
い
人
が
何

人
い
る
か
ら
積
算
が
こ
れ
だ
け
に
な
る
、

費
用
を
全
部
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

そ
の
点
を
言
い
過
ぎ
る
と
、
地
方
の
発
注

者
も
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
進
め
れ
ば
い
い
の

か
、
と
い
う
の
が
課
題
と
し
て
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

髙
木　

現
実
に
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

野
口　

設
計
労
務
単
価
の
設
定
や
法
定
福

利
費
お
よ
び
週
休
二
日
制
に
し
て
も
政
策

的
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
行
っ
て
い
ま
す
。

鶏
が
先
か
卵
が
先
か
み
た
い
な
話
で
恐
縮

で
す
が
、
賃
金
の
実
態
と
労
務
単
価
等
で

何
を
ど
こ
ま
で
見
る
か
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
実
態
を
ベ
ー
ス
に
考
え
て
い
く
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
支
払
い
の
事
実
が
あ
っ

て
初
め
て
労
務
単
価
は
上
が
っ
て
い
き
ま

す
。建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
か

か
る
経
費
の
部
分
、
そ
れ
以
外
に
現
場
で

か
か
っ
て
い
る
部
分
を
積
算
で
見
て
い
こ

う
と
す
る
と
、
そ
の
土
台
と
な
る
費
用
の

実
態
を
見
て
作
業
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設

定
費
用
や
カ
ー
ド
タ
ッ
チ
の
現
場
利
用
料

に
関
し
て
は
国
の
義
務
化
モ
デ
ル
工
事
で

は
費
用
と
し
て
見
て
い
ま
す
し
、
今
後
も

拡
大
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
地

方
に
も
こ
う
し
た
こ
と
を
し
て
く
だ
さ
い

と
申
し
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
実
現
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
背
中
を
押
す
の

は
現
場
の
実
態
で
あ
り
、
業
界
の
皆
さ
ん

の
声
だ
と
思
い
ま
す
。
首
長
や
議
会
に
も

理
解
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

髙
木　

業
界
の
声
と
し
て
こ
ん
な
議
論
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
現
在
、
低
入
札
価
格
調

査
基
準
の
一
般
管
理
費
は
55
％
、
現
場
管

理
費
は
90
％
、
直
接
工
事
費
は
97
％
で
す
。

一
般
管
理
費
55
％
で
会
社
を
維
持
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
余
裕
が
な
い
の
で
何
に

も
で
き
な
い
。
一
般
管
理
費
を
現
場
管
理

費
並
み
に
引
き
上
げ
て
、
こ
の
中
で
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
経
費

を
一
緒
に
や
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
引
っ
張
り
方

を
し
て
い
た
だ
く
と
、
地
方
は
つ
い
て
い

き
や
す
い
の
で
す
が
。

野
口　

建
設
業
界
の
方
々
か
ら
、
同
じ
よ

う
な
話
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

絡
め
る
か
絡
め
な
い
か
は
別
と
し
て
、
そ

も
そ
も
経
営
が
き
つ
い
と
い
う
こ
と
で

は
、
無
関
係
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

髙
木　

実
現
す
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
是
非
、
そ
う

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

実
態
か
、
調
査
結
果
の
優
先
か

髙
木　

働
き
方
改
革
に
関
連
し
ま
す
が
、

仕
事
が
好
き
な
職
人
は
「
こ
こ
が
終
わ
る

ま
で
は
帰
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
ネ
ジ

１
本
締
め
る
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
効

率
優
先
で
、
で
き
な
か
っ
た
ら
ほ
っ
た
ら

か
し
と
は
違
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
面
か
ら
は
、
技
能
者
の
仕
事
の
レ
ベ
ル

と
効
率
と
は
相
反
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
仕
事
に
対
す
る
見
方
が
い
く
つ
も
な

い
と
、
仕
事
の
魅
力
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

神
社
仏
閣
の
職
人
が
少
な
く
な
る
の
と
同

じ
道
を
た
ど
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

心
配
で
す
。

職
人
の
育
成
と
い
う
も
の
は
、
シ
ス
テ

ム
の
よ
う
に
豆
腐
を
切
っ
た
よ
う
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
も
よ
く
見
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
で
は

カ
ー
ド
の
色
が
変
わ
る
と
賃
金
が
上
が
る

と
い
う
こ
と
が
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
ま
し
た
よ
う
に
、
現
実
は
必
ず
し
も
そ

う
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
周
知

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
調
査
会
や
建
設
物
価
調
査
会
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
頻
繁
に
来
ら
れ
て

調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。
資
材
や
賃
金
を

調
べ
る
が
、
調
査
結
果
を
見
る
と
２
割
ほ

ど
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
方
法

で
調
査
や
集
計
を
し
て
い
る
の
か
と
尋
ね

て
も
、「
こ
れ
は
実
勢
価
格
で
す
」
が
答

え
で
す
。
だ
か
ら
、
調
査
の
段
階
か
ら
歩

切
り
に
な
っ
て
い
る
も
同
然
で
す
。
そ
れ

が
予
算
に
結
び
つ
き
ま
す
。

野
口　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
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普
段
は
顔
の
見
え
る
協
力
会
社
な
ど
を
お

使
い
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
災
害
の
際

に
は
い
わ
ゆ
る
一い
ち

見げ
ん

の
企
業
を
含
め
て
使

わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
状
況
も
生
ま
れ
ま

す
。
下
請
企
業
の
選
定
の
際
の
一
つ
の
基

準
と
な
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
を
使
う
こ
と
で
、
受
注
機
会
を
確
保

で
き
、
売
上
げ
を
重
ね
て
い
け
る
よ
う
な

仕
組
を
整
え
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

髙
木　

そ
う
な
る
と
、
元
請
と
下
請
で

チ
ー
ム
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

元
請
に
利
益
が
出
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
下
請
も
そ
こ
を
考
え
て
ほ
し
い
。

孫
請
の
使
い
方
や
、
ど
う
い
う
技
能
者
を

使
っ
て
い
く
か
、
下
請
も
工
夫
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
仕
事
を
請
け
た

ら
、
こ
の
方
式
で
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が

で
き
れ
ば
一
番
い
い
。
そ
う
す
れ
ば
下
請

も
安
心
し
ま
す
し
、
元
請
と
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
良
い
仕
事
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
一
つ
の
し
っ
か
り
し
た

形
が
で
き
ず
に
、
ア
メ
ー
バ
の
よ
う
に
姿

を
変
え
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
実

で
す
。
や
は
り
き
ち
ん
と
し
た
流
れ
が

あ
っ
て
、
元
請
と
下
請
が
共
に
生
き
残
れ

る
よ
う
な
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
が
切
な

る
願
い
で
す
。

野
口　

チ
ー
ム
づ
く
り
と
言
い
す
ぎ
る

と
、
様
々
な
観
点
か
ら
は
良
い
こ
と
に
は

な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
元
請
か
ら
一
次
下
請
も
含
め

て
そ
れ
ぞ
れ
に
下
請
が
あ
っ
て
、
な
ん
と

な
く
ぼ
ん
や
り
と
し
た
協
力
関
係
が
実
態

と
し
て
組
み
上
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
競
争
の
観
点
か
ら
や
っ
て
は
い
け

な
い
ル
ー
ル
も
あ
り
、
そ
れ
は
や
む
を
得

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
お

そ
ら
く
同
じ
会
社
を
使
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
極
端
な
条
件
に
は
な
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
調
達
の
コ
ス
ト
が

下
が
る
部
分
な
ど
で
、
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

髙
木　

今
日
は
い
ろ
い
ろ
と
勝
手
な
こ
と

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
何
か
に
つ
け
て

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

野
口　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私
ど
も
も
実
態
を
捉
え
き
れ

な
い
部
分
や
く
み
取
り
切
れ
て
い
な
い
部

分
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
お
話
す
る
こ
と
で

課
題
が
解
決
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
う
し
て
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
を
目
的
に
向
か
っ
て
つ
く
り
上
げ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

髙
木　

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
お
互
い
に
オ
ー
プ
ン
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

�

（
対
談　

２
０
２
０
年
10
月
28
日
）

賃
金
の
実
態
は
設
計
労
務
単
価
に
反
映
さ

れ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
技
能
者
に
そ
れ

な
り
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
れ
ば
、
そ

れ
な
り
の
見
積
り
と
請
負
金
額
と
な
り
、

適
正
な
賃
金
の
費
用
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

結
果
と
し
て
そ
れ
は
設
計
労
務
単
価
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
賃
金
は
上
昇
し

て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
企
業
の
み
が
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
た
金
額
で
入
札
す
れ
ば
、
発
注

者
は
当
然
に
安
い
ほ
う
に
発
注
す
る
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
金
額
が
安
い
け
ど
、

こ
の
会
社
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
国
交
省
で
は
こ
の
請
負
金
額
を

見
積
り
に
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
き
か

と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
が
真
っ
当

な
業
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
、
そ
の

よ
う
な
使
い
方
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
が
、
制
度
的
に
仕
組
を
き
っ
ち
り

と
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
早
急
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

元
請
と
下
請
が
共
栄
を
目
指
す

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

髙
木　

建
設
構
造
物
は
一
品
ず
つ
特
注
品

を
つ
く
る
よ
う
な
も
の
で
市
販
品
で
あ
り

ま
せ
ん
。
つ
く
る
の
が
難
し
い
。
そ
う
し

対談を終えて。髙木英二総務広報委員長（中央）とオブザーバー
として傍聴した立石潔㈱太田建設土木部担当所長（右）、佳山誠
玉井建設㈱総務部部長（左）

た
点
も
踏
ま
え
て
地
方
創
生
、
地

産
地
消
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
仕
事
が
出
た
ら
、

よ
そ
か
ら
呼
べ
ば
い
い
で
な
く
、

地
元
の
業
者
を
使
う
こ
と
で
、
税

金
が
ま
た
戻
っ
て
く
る
、
そ
し
て

災
害
が
起
き
た
ら
地
域
の
業
者
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
対
処
す
る
、
そ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
れ
ば
い

い
な
、
と
思
い
ま
す
。

野
口　

災
害
の
お
話
が
出
た
つ
い

で
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
レ
ベ
ル

の
高
い
技
能
者
を
抱
え
る
専
門
工

事
会
社
を
星
の
数
で
評
価
す
る
と

い
う
施
工
能
力
の
見
え
る
化
に
向

け
た
制
度
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
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技
術
検
定
制
度
の
見
直
し

こ
れ
ま
で
の
技
術
検
定
制
度
で
は
、「
学

科
試
験
」
を
受
験
し
て
合
格
す
れ
ば
「
実

地
試
験
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
実
地

試
験
に
合
格
す
る
と
２
級
あ
る
い
は
１
級

施
工
管
理
技
士
の
称
号
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
建
設
会
社
に
と
っ
て
命
綱

と
も
い
う
べ
き
技
術
者
、
特
に
土
木
施
工

管
理
技
士
に
つ
い
て
は
、
受
験
者
の
減
少

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
技
術
が
継

承
さ
れ
ず
、
建
設
会
社
の
災
害
な
ど
、
緊

急
事
態
へ
の
対
応
力
低
下
な
ど
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
、

２
０
１
９
年
６
月
の
建
設
業
法
改
正
で

は
、
建
設
業
に
従
事
す
る
人
材
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
に
、
技
術
検
定
制
度
、
監

理
技
術
者
の
専
任
義
務
の
緩
和
、
そ
し
て

主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
の
見
直
し
が
一

体
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
技
術
検
定
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
技

術
検
定
制
度
の
学
科
試
験
と
実
地
試
験

は
、
図
１
の
よ
う
に
「
第
一
次
検
定
」
と

「
第
二
次
検
定
」
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
技
術
検
定
制
度
と
異
な
り
、
第

一
次
検
定
に
合
格
す
る
と
、
１
級
で
あ
れ
、

２
級
で
あ
れ
「
技
士
補
」
の
称
号
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
学
科
試
験
に
合

格
し
て
も
何
の
称
号
も
与
え
ら
れ
ず
、
中

途
半
端
な
状
態
を
解
消
し
ま
し
た
。

２
級
の
第
１
次
検
定
に
つ
い
て
は
17
歳

以
上
で
あ
れ
ば
実
務
経
験
の
な
い
高
校
時

代
か
ら
受
検
が
可
能
で
す
の
で
、
２
級
技

士
補
の
称
号
が
得
ら
れ
れ
ば
、
就
職
に
も

有
利
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
技
術
検
定
制
度
で
は
第

一
次
検
定
に
合
格
し
て
技
士
補
の
称
号
を

得
れ
ば
、
そ
れ
は
無
期
限
に
有
効
で
す
の

で
、
い
つ
で
も
何
回
で
も
第
二
次
検
定
に

挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

２
級
の
二
次
検
定
に
合
格
す
れ
ば
、
実
務

経
験
が
無
く
と
も
１
級
の
第
一
次
検
定
の

受
検
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

監
理
技
術
者
の
配
置
見
直
し

今
回
の
改
正
の
も
う
ひ
と
つ
の
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
工
事
現
場
ご
と
に
監
理
技

術
者
の
職
務
を
補
佐
す
る
者
を
専
任
で
配

置
し
た
場
合
、
監
理
技
術
者
は
兼
務
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
監
理
技
術
者
や

主
任
技
術
者
に
つ
い
て
は
、
請
負
金
額
が

担
い
手
確
保
と
企
業
の
成
長
を
目
指
し
て

技
術
検
定
制
度
の
改
正
と
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和

主
任
技
術
者
の
配
置
も
見
直
し
、人
材
の
有
効
活
用
図
る

　

施
工
管
理
技
士
の
技
術
検
定
試
験
の
受
検
者
は
減
少
し
、
合
格
者
の
年
齢

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
建
設
会
社
に
と
っ
て
技
術
者
の
減
少
は
受
注
で
き
る

工
事
量
に
影
響
し
ま
す
。
２
０
１
９
年
６
月
成
立
の
改
正
建
設
業
法
は
担
い

手
３
法
改
正
の
一
環
と
し
て
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
技
術
検
定

制
度
の
見
直
し
、
監
理
技
術
者
の
専
任
緩
和
、
主
任
技
術
者
の
配
置
規
制
の

合
理
化
を
一
体
的
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
本
年
４
月
１
日
の
施
行
で
す
。

１級
２級

学科試験
学科試験

実地試験
実地試験

１級技士
２級技士

１級

第一次検定　施工技術のうち基礎となる知識および能力を有するかどうかを判定
第二次検定　施工技術のうち実務経験に基づいた技術上の管理及び監督指導に係る知識及び能力を有するかどうかを判定
•第一次検定および第二次検定の両方の合格に求められる水準は、原則として従来の技術検定に求められる水準と同程度

２級
第一次検定
第一次検定

合格

合格

合格

合格

合格

合格

合格

合格
１級技士
２級技士

１級技士補
２級技士補

第二次検定
第二次検定

第一次検定
第一次検定

１級技士補
２級技士補

第二次検定
第二次検定

称号付与称号付与（追加）

称号付与

改正後

従　来

図１　技術検定制度の見直し

資料：国土交通省
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３
５
０
０
万
円
以
上
（
建
築
一
式
７
０
０

０
万
円
以
上
）
の
工
事
の
場
合
、
現
場
へ

の
専
任
配
置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
専
任
配
置
が
緩
和
さ
れ
た
の
で

す
。監

理
技
術
者
を
補
佐
す
る
者
の
要
件
は

新
た
に
設
け
ら
れ
た
主
任
技
術
者
の
資
格

を
持
っ
た
１
級
技
士
補
な
ど
で
す
。
こ
の

よ
う
に
１
級
技
士
補
の
称
号
を
得
る
こ
と

で
、
施
工
体
制
に
お
い
て
責
任
あ
る
明
確

な
立
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

な
お
、
こ
の
た
め
検
定
試
験
の
判
定
内

容
の
見
直
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
技
術
検
定
で
は
、
学
科
試
験
で
知
識

を
、
実
地
試
験
で
応
用
能
力
を
、
そ
れ
ぞ

れ
判
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年

４
月
か
ら
は
、
学
科
と
実
地
を
そ
れ
ぞ
れ

加
味
し
た
第
一
次
検
定
と
第
二
次
検
定
に

再
編
さ
れ
ま
し
た
。

監
理
技
術
者
の
兼
務
は
当
面
２
現
場
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
兼
務
が
認

め
ら
れ
た
と
は
い
え
、
監
理
技
術
者
に
求

め
ら
れ
る
責
務
は
こ
れ
ま
で
同
様
で
、
施

工
計
画
の
作
成
や
工
程
・
品
質
管
理
な
ど

の
職
務
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
監

理
技
術
者
の
補
佐
を
指
導
監
督
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
兼
務
で
き
る
工
事
現
場
の
範
囲

は
工
事
内
容
・
規
模
、
施
工
体
制
な
ど
を

考
慮
し
、
元
請
と
し
て
の
職
務
が
適
正
に

遂
行
で
き
る
範
囲
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
任
技
術
者
の
配
置
見
直
し

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
下
請
の

主
任
技
術
者
の
配
置
を
不
要
と
す
る
図
２

の
「
専
門
工
事
一
括
管
理
施
工
制
度
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
一
次
下
請
会
社
が
配
置
す

る
主
任
技
術
者
に
よ
る
技
術
上
の
施
工
管

理
の
み
で
適
正
な
施
工
が
確
保
さ
れ
る
場

合
で
も
、
二
次
下
請
会
社
も
主
任
技
術
者

の
配
置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
一
次
下
請
の
主

任
技
術
者
と
し
て
行
う
技
術
上
の
施
工
管

理
に
併
せ
て
二
次
下
請
各
社
の
主
任
技
術

者
が
行
う
技
術
上
の
施
工
管
理
を
行
う
こ

と
を
各
社
間
で
合
意
し
た
場
合
、
二
次
下

請
各
社
は
現
場
に
主
任
技
術
者
を
配
置
す

る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
正

は
２
０
２
０
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
下
請
契
約
の
請
負
代
金
額
が
３
５

０
０
万
円
未
満
の
「
鉄
筋
工
事
」
と
「
型

枠
工
事
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
元
請

負
人
に
と
っ
て
は
自
社
の
施
工
能
力
を
超

え
る
業
務
量
で
あ
っ
て
も
、
協
力
会
社
の

協
力
に
よ
っ
て
対
応
が
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
技
術
者
が
払
底
し
て
い
る
下

請
会
社
も
受
注
機
会
の
確
保
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

図２　専門工事一括管理施工制度による主任技術者の活用の要件（図参照）

対�象とする工事　適用対象（特定専門工事）は、土木
一式または建築一式工事以外の建設工事のうち、そ
の施工技術が画一的であり、かつ、その施工の技術
上の管理の効率化を図る必要があるとされる「鉄筋
工事」および「型枠工事」
下�請契約の請負代金の額　主任技術者の専任義務が
3500万円以上であることから3500万円未満
配�置される主任技術者の要件　上位下請（一次下請Ａ
社）の主任技術者は、下記の要件を満たす必要あり。
　＊�当該特定専門工事と同一の種類の建設工事に関

し、１年以上指導監督的な実務の経験を有する。
　＊�当該特定専門工事の工事現場に専任で配置
手�続　工事を注文する者（一次下請Ａ社）と工事を請
け負う者（二次下請Ｂ、Ｄ、Ｅ社）が以下の事項を

記載した書面において合意する必要がある。その際、
その一次下請Ａ社は注文者の書面による承諾を得る
必要がある。
　＊�特定専門工事の内容
　＊�当該特定専門工事に係る下請契約の請負代金の額
（２以上の下請契約がある場合はその金額）

　＊�上位下請の置く主任技術者の氏名および有する資
格

再�下請の禁止　主任技術者を置かないこととした下請
負人（二次下請Ｂ、Ｄ、Ｅ社）は、その下請負に係
る建設工事を他人に請け負わせてはならない。違反
した場合、監督処分の対象。なお、主任技術者を置
いている（この制度を利用していない）下請は再下
請が可能

二次下請Ｃ社
主任技術者

三次下請Ｙ社
主任技術者

二次下請Ｂ社
主任技術者

二次下請Ｄ社
主任技術者

二次下請Ｅ社
主任技術者

一次下請Ａ社
主任技術者

注文者

新しい主任技術者の配置
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『
私
た
ち
の
主
張
～
未
来
を
創
造
す
る
建
設
産
業
～
』

令
和
２
年
度
受
賞
者
が
決
定

石
垣
修
治
さ
ん

（
公
成
建
設（
株
）／
京
都
市
）

現
場
と
近
隣
住
民
を
つ
な
ぐ
新
聞
の
発
行
で

「
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
賞
」
を
受
賞

建
設
の
役
割
や
仕
事
内
容
を

人
々
に
伝
え
る『
現
場
新
聞
』を
発
行

２
０
２
０
年
６
月
に
、
国
土
交
通
省
と

建
設
産
業
人
材
確
保
・
育
成
推
進
協
議
会

が
開
催
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
令
和
２

年
度　

私
た
ち
の
主
張
」
の
作
品
募
集

で
、
公
成
建
設
（
株
）（
京
都
市
）
の
石
垣

修
治
さ
ん
（
46
）
が
、
不
動
産
・
建
設
経

済
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
建
設
産
業

の
仕
事
に
従
事
す
る
方
を
対
象
に
、
仕
事

へ
の
思
い
や
、
建
設
産
業
の
役
割
や
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
将
来
の
建

設
産
業
を
担
う
優
秀
な
技
術
者
や
技
能
者

の
確
保
と
育
成
を
図
る
こ
と
も
目
指
し
て

い
ま
す
。
11
月
30
日
に
は
、
大
阪
市
中
央

区
の
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
局

長
室
で
、
賞
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
近
畿
地
方
整
備
局
の
溝
口
宏
樹
局
長

は
「
実
体
験
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
自
身
の
仕
事
が

社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る
喜
び
や
誇
り
を

文
章
か
ら
感
じ
た
」
と
講
評
、
石
垣
さ
ん

へ
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
の

後
に
開
か
れ
た
懇
談
会
の
中
で
、
溝
口
局

長
か
ら
「
建
設
業
で
輝
け
る
人
材
を
見
つ

け
る
た
め
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
」
と
た
ず
ね
ら
れ
た
石
垣
さ
ん
は

「
き
っ
か
け
作
り
が
大
切
だ
と
感
じ
、
自

分
が
き
っ
か
け
を
作
ろ
う
と
現
場
の
状
況

を
伝
え
る
『
現
場
新
聞
』
を
発
行
し
ま
し

た
。
建
設
の
役
割
や
仕
事
内
容
を
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
も
ら
え
ば
、
業
界
の
扉
を

叩
く
人
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
」
と
答
え

ま
し
た
。

建
設
業
界
で
働
く
リ
ア
ル
な

気
持
ち
を
込
め
た
作
品

オ
ー
プ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、
改
め

て
、
石
垣
さ
ん
に
応
募
の
き
っ
か
け
や
、

作
品
に
込
め
た
思
い
な
ど
に
つ
い
て
う
か

が
い
ま
し
た
。

「
応
募
に
つ
い
て
は
、『
現
場
新
聞
』
を

発
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
社
長
が
私
の

上
司
へ
と
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

作
品
を
執
筆
し
た
頃
は
、
現
場
が
９
割

方
終
わ
っ
て
、
一
段
落
し
た
時
で
し
た
。

足
掛
け
５
年
も
の
年
月
を
か
け
た
橋
の
架

け
替
え
工
事
に
携
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
な
ぜ
土
木
の

仕
事
を
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
今
の
自
分
の
気
持
ち
や
、

息
子
の
進
路
に
つ
い
て
思
い
悩
ん
で
い
た

時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
、
人

と
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
成
長
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
感
じ
、
自
分
が
携
わ
っ
た

建
設
の
仕
事
に
つ
い
て
、
興
味
を
も
っ
て

「建設の役割や仕事
内容を多くの人々に
知ってもらえば、業
界の扉を叩く人は増
えると思う」と語る
石垣さん

特集３
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【御薗橋801商店街 Ｐ様より】

橋を造る場合、一つとしておなじ場

所はないのに、強度と柔軟性とバラ

ンスをとれるように考えて造り上げ

ています。それは各人作業員の技術

と正確に計算された仕事人です。橋

はその国の技術の高さの技です。

＜建築と解剖＞橋を造っていた人が

２０世紀のはじめにスイスにいた。

解剖の講演を聞いて、大腿骨を縦切

りにすると、その梁がきれいに見え

るんです。つまり橋をつくるスイス

人は橋の力学と大腿骨の力学は実は

まったく同じだと気が付いた。

現場新聞をいつも読んでいただき、

ありがとうございます。お仕事柄、

現場を頻繁に見ることが出来なかっ

たと思いますが、現場の様子を新聞

の写真等で少しでもお伝え出来たら

と思っていました。

【御薗橋801商店街 増田様より】

公成建設発行の現場新聞Vol.8にして初めて拝見しました。大変参考にもなり、とても良くできていま

すね。来月には工事終了とのこと、長い間事故もなく工事を進められ良かったですね。橋も立派になり、

便利になることと思います。公成建設の皆様お疲れさまでした。大変暑い中どうか体にも気を付けて最

後まで無事終ります様祈っています。

申し訳ございません。全巻揃えたものを用意しました。是非Vol.1から読んでみてください。

増田さんは毎日早朝から商店街や御薗橋周辺の掃除をされています、現場の前も掃除してもらい、あり

がとうございました。

【柊野 松本様より】

附近住民の長期間待望の御薗橋新橋の完成、大変嬉しく、

おめでとうございます。

また、上賀茂神社正面に大鳥居が建立され、これからの上

賀茂の夜明けを感じる今日この頃です。建設作業に従事さ

れた関係者の皆様大変ご苦労様でした。

時々して頂きました上賀茂や御薗橋の歴史のお話、あり

がとうございました。過去の洪水の話など、驚きがいっぱ

いでした。渡り初めを楽しみにしていると伺いました。私

も楽しみにしています。

【西宮市 村瀬様より】

先ずは、厳しい諸条件の中で立派に成し遂げられましたこと、心より賛辞をお贈りします。

品質の創り込みに当たっては文化財相当の丁寧な創りこみであったことが、施工途中でしっかり確認

できました。やる気が関係者全員になければやりえない作業であったと思います。

歴史的建造物を最新技術で架け替えられたことは大変喜ばしいことです。工事規模は小さくても各

所に採用された技術は外部からですが、解りやすく見学させて頂きました。狭隘部へのコンクリート

打設、石積目地部の処理等は感心しました。特に、桁高制限等架橋条件が厳しい制約の中で施工され

た鋼コンクリートの合成構造は今後のためにも素晴らしい実績です。関西人の誇りです。是非とも学

会等で御報告頂きたいと願います。

御薗橋が参拝者のみならず、市民に喜ばれる橋になるよう祈念します！

西宮からわざわざ御薗橋まで足を運んで頂き、ありがとうございました。村瀬さんは、本州四国連

絡橋に携わっておられたこともあり、質問も専門的で、我々が教えられる方が多かったです。橋につ

いてたくさんのお話をして頂き、大変勉強になりました。

【御薗橋801商店街 理事長（田中美保子

様）より】

公成建設チームの地域を思う温かい心使い

で、旧橋が解体される前に、小学生達が橋に

絵を描く作業から始まった待ちに待った新御

薗橋が、もうすぐ完成します。最後の工事ま

で一緒と思っていましたが残念です。長い間、

公成建設さまの商店街をはじめ地域の方々に

対しての気遣い・心配りに深く感謝致してお

り、本当に有難うございました。

開通式をご一緒にお祝いするのを楽しみに

しております。

５年前の１期工事から大変お世話になりま

した。関係先との橋渡しをたくさんして頂き、

おかげさまで地域の皆様とも円滑に工事を進

めることが出来ました。最後の工事は「岡野

組さん」がされますが、開通式のときは是非

ご一緒させてください。

皆様よりたくさんの「声」を頂きました

舗装の仕上がり

（平坦性の試験をしています）

舗装は８月７日

に施工しました

御薗橋架け替え工事前

平成２７年１０月撮影 令和２年８月撮影

御薗橋架け替え工事後

御薗橋801商店街様より感謝状を頂きました

（右：田中商店街理事長、左：羽田現場代理人）

ご紹介は５０音順とさせて頂いています

桁隠しの仕上がり

皆様よりたくさんの「声」を頂きました

【御薗口町 Ｋ様より】

平成２３年１２月賀茂川紫竹線街路築造工事着手。

御薗橋架け替え工事平成２７年１０月～令和２年８月に終えようとしています。５年前にみその橋現

場新聞（写真入り）が発行され、実際に見学して一生に経験出来ない事が出来ました。ありがとうご

ざいました。

地元ならではの情報をよく教えて頂き、現場に活用させてもらいました。ありがとうございます。

お孫さんとの現場背景の記念写真を大切にして頂き光栄です。

【御薗橋801商店街 Ｓ様より】

地域全体へ：地域密着し工事期間が長いため、非常に公成建設㈱さんは良くされていると思います。

工事現場へ：第１・第２の橋をつなぐ件で交通規制をされても、皆さんどうぞとの感があります。

作業員へ：監督さんの常に笑顔での作業指示、作業員さんは工事に対し安全を第一として、すばらしい

仕事をされていると思います。

新しい橋へ：北区の宝物と名所の一つとして大事に使い、永く人々より喜ばれるでしょう。

商店街行事ではいつも近くにいて頂き、地域のことをたくさん教えて頂きました。「何はともあれ無

事故無災害だ」といつもおっしゃっていたご主人。なんとか達成することが出来ました。応援ありがと

うございました。

【御薗橋801商店街 DUB CY
CLE様より】

現場職員さんの近隣住民との関わり方に非常に好感が持てました。素晴らしい橋をありがとうございま

した。これからも頑張ってください。

商店街行事でよくご一緒させて頂きました。現場で使う自転車も機能的なモノを用意して頂き、最後

まで大活躍でした。現場新聞もこれで配らせて頂いてます。ありがとうございました。

【大宮田尻町 中村様より】

木造建築等はよく見かけますが、こ

れ程大規模な工事は見たことがあり

ませんでした。名神（天王山）、京

滋バイパス（久御山ジャンクショ

ン）は下からしか見ることが出来ま

せんでしたが、今回の工事は横から

や上から近くで見ることが出来、工

事の大変さを知りました。また、

色々な機械や見たことのない道具に

驚きました。お忙しい中、いつも質

問にご親切にお答えくださりありが

とうございました。

中村さんもよく現場へ来てくださ

りました。「監督の監督」の異名で、

あたりでは有名人でした。

現場の変化を第３者の目線でいち早

く感じ取り、さまざまなアドバイス

で現場を助けて頂き、ありがとうご

ざいました。

【御薗橋801商店街 真田商店 原田様より】

御薗橋渋滞の切り札「新御薗橋」が待ちに待って、いよいよ完成とのこと、おめでとうございます。

５年間大きなトラブルもなくご尽力いただいた公成建設㈱の皆様、お疲れさま、ご苦労様でした。

賀茂川にまたぎ、世界遺産上賀茂神社の入口にあたる橋の建設は皆様におかれましても記念すべき橋

梁工事として、いつまでも心に残る工事になることと思います。新御薗橋の完成で車の流れもスムー

ズになり、配達業務も遅れることなくお客様へ酒・米の配達が出来ると思うとほっとしています。あ

りがとうございます。

５年目の工事期間中に平成から令和に変わりました。新元号に変わった時の宮内庁献上米、おいし

かったです。イベントでの御献酒などでも大変お世話になり、ありがとうございました。

【大宮薬師山東町 高林様より】

毎号写真入りで工事の進行について詳しくご紹介いただき、有り難うございました。読みやすくまと

められ、編集のご苦労もさることながら、工事がいかに安全に配慮されているか、頭のさがる思いです。

このことを地域で語りついで、末代まで御薗橋を愛していきたいと思っております。

「御薗橋を愛していきたい」創り手にとって、とても嬉しい言葉です。ありがとうございます。完成

まで５年かかった分、我々も愛着があり、工事が終わっても気になる存在になりますね。ときどき見に

来ます。

【上賀茂榊田町 Ｋ2様より】

上賀茂に住んでいる者として、ボーリング工事から見てきたので、拡幅開通が楽しみです。これからは

上賀茂神社の参拝時、葵祭などに、工事中を振り返って、なつかしく想い起されると思っています。工

事関係者の皆々様方、ありがとうございました。

長い間現場へ立ち寄り頂きありがとうございました、お話をするなかで地域への思いの深さを感じま

した。橋が完成しても、道路拡幅工事がまだ残っており、開通までもう少しかかります。私もそのとき

を大変楽しみにしています。

左岸遊歩道の仕上がり（約１ｍ程度高くなり、より安全になりました）

桁隠しは通りと傾きを揃えるのに苦労しました

ご紹介は５０音順とさせて頂いています

は
い
る
け
れ
ど
、
こ
の
世
界
へ
と
踏
み
出

せ
な
い
で
い
る
後
進
た
ち
の
背
中
を
押
し

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

作
品
で
は
、
建
設
業
界
で
体
験
し
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と
や
悩

ん
だ
こ
と
な
ど
、
リ
ア
ル
な
気
持
ち
を

綴
っ
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
頃
は
作
文
が
苦
手
で
、
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
な
ど
想
像
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
賞
の
授
与
式
で
聞
い
た
の
で
す
が
、

応
募
数
に
つ
い
て
社
会
人
の
部
は
４
０
０

作
品
で
、
高
校
生
の
部
は
１
３
０
０
作
品

以
上
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
ダ
イ

ヤ
の
原
石
の
多
さ
を
感
じ
、
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。

受
賞
後
は
、
こ
の
年
を
振
り
返
っ
て
み

て
収
穫
の
多
い
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

担
当
す
る
橋
が
完
成
す
る
最
終
年
で
、
５

年
間
無
事
故
無
災
害
を
達
成
し
、
完
成
検

査
結
果
も
高
得
点
だ
っ
た
こ
と
に
安
堵
し

て
い
ま
す
。
地
元
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
き
、
ま
さ
に
地
元
よ
し
、
業
者
よ
し
、

会
社
よ
し
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

地
域
住
民
の
理
解
と
親
近
感
を
深
め
た

「
み
そ
の
橋
現
場
新
聞
」

京
都
市
の
事
業
と
し
て
、
２
０
１
５
年

か
ら
北
区
に
あ
る
御
薗
橋
の
架
け
替
え
工

事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
工
事
を
担

当
し
た
石
垣
さ
ん
が
、
２
０
１
９
年
11
月

か
ら
20
年
10
月
ま
で
の
間
、
毎
月
１
回
発

行
し
た
の
が
「
み
そ
の
橋
現
場
新
聞
」
で

す
。Ａ

３
サ
イ
ズ
の
新
聞
形
式
で
、
内
容
は

オ
モ
テ
面
で
は
「
今
回
工
事
の
全
体
工
程
」

を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
の
工
事
の
流
れ
や

現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
写

真
や
図
な
ど
を
交
え
て
丁
寧
に
説
明
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
に
伴
う
通
行
規
制

な
ど
の
お
知
ら
せ
も
掲
載
し
、
工
事
に
対

す
る
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ま

し
た
。

ウ
ラ
面
で
は
、「
来
月
の
み
ど
こ
ろ
」
と

題
し
、
工
事
に
伴
う
重
機
の
説
明
や
、
計

画
に
つ
い
て
の
説
明
に
つ
い
て
、
部
品
の

名
称
や
そ
の
役
割
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
、
興
味
を
も
っ
て
読
ん
で
も
ら
え

る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。「
ス
タ
ッ
フ

紹
介
」
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
顔
写
真
と
と

も
に
、
所
属
や
資
格
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

新
聞
の
最
終
号
で
は
、
地
域
住
民
や
近

隣
の
店
舗
か
ら
、「
皆
様
よ
り
た
く
さ
ん

の
『
声
』
を
頂
き
ま
し
た
」
と
題
し
て
、
工

事
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

〈
個
人
か
ら
〉

観
光
地
・
京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ

イ
ン
で
交
通
の
流
れ
も
改
良
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
現
場
新
聞
で
は
、
専
門
用

語
も
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
お
り
、
工
事
の
進
捗
状
況
や
今
後
の

予
定
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

�

（
中
京
区
・
Ｏ
様
）

〈
近
隣
の
商
店
か
ら
〉

個
人
が
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
橋
の

内
部
の
仕
事
を
、
図
面
と
写
真
に
よ
り

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

�

（
Ｐ
様
）

〈
商
店
街
か
ら
〉

近
隣
住
民
と
の
関
わ
り
に
非
常
に
好

感
が
持
て
ま
し
た
。
工
事
の
進
捗
具
合

が
市
民
に
も
共
有
で
き
て
、
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
橋
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
Ｄ
様
）

現
場
新
聞
を
見
て
次
々
に
出
来
上
が

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
皆
様
が
楽
し
み

に
し
、
工
事
に
対
し
て
や
さ
し
い
目
で

見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｓ
様
）

御
薗
橋
八
〇
一
商
店
街
振
興
組
合
や
賀

茂
川
漁
業
協
同
組
合
か
ら
は
、
同
社
に
対

し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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工事内容 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

橋桁を架ける工事

作業場を造る工事

橋の床を造る工事

橋桁の本体工事

橋の付属物の工事

橋の床を接続する工事

橋の舗装工事

仮設撤去・後片付け

※天候等により工程が前後する場合があります。

５年間ありがとうございました。無事、新しい御薗橋ができました。

平成２７年から足掛け５年、やっと完成しました。地元の皆さんにとって、たくさんの特別の

想いがあると思います。早朝からの作業、深夜での作業、工事による通行止め・迂回、たくさん

の工事車両の出入。皆さんには多くのご迷惑をおかけし、たくさんのご協力を頂きました。改め

て５年間ありがとうございました。

少しでも耐久性が向上するよう、京都市さんと協議を重ね、心を込めて造ってきました。この

橋で一人でも多くの方が喜んで頂ければと、我々職員一同願っています。

今回工事の全体工程

は予定 は実施

令和２年８月１７日撮影

【上賀茂 石井様より】

御薗橋架替工事完成おめでとう。「御薗

橋が変わります」から５年間ご苦労様でし

た。旧橋の擬宝珠も親柱への移設を完了。

待望の開通を待つばかりです。工事最初か

ら写真を撮り、５年間楽しみました。おか

げ様で長生き出来ました。ありがとうござ

いました。

北区西賀茂のコーヒーショップ「メモ

リ」様のモーニング仲間といつも工事工程

が話題で、大変楽しみました。毎日誰かが

見物報告楽しみでした。メンバーは三宅様

７８才、山本様７５才、関本様７３才、ヘ

タクソカメラマン８５才、大田様７５才、

毎日話題として楽しませて頂きました。あ

りがとうございました。

いつもお手製の工事アルバムを作って頂

き、ありがとうございました。モノ造りへ

の姿勢に圧倒されながらも、石井さんの着

眼点を勉強させて頂きました。石井さんが

現場への出席率はNo1でした。

【御薗橋801商店街 井上商店様より】

御薗橋の完成を待ち、５年が過ぎました。いつも上賀茂神社まで歩き、橋が日に日に出来上がってい

く様子を見させて頂いてました。工事関係者さんの動きもきびきびしてらっしゃる姿を見るのも楽しみ

でした。

来年のお正月の初詣に行くのが楽しみです。工事関係の皆様、ありがとうございました。

冬に頂く井上商店さんのカス汁は身も心もポカポカになりました。時折頂く女性ならではのご意見、

大変参考になり、活用させて頂きました。ありがとうございました。
【中京区 小川様より】

長い間お疲れさまでした。コ

ロナの影響もありましたが遅れ

ることなく完工できることは事

前準備と緊急時対応の素晴らし

い作業のたまものだと思います。

観光地京都にふさわしいデザイ

ンで交通の流れも改良されると

思います。友人がバスの運転手

で普段よく通るのですが完成を

心待ちにしているとよくいって

ました。他の現場に行ってもご

安全にお過ごしください。

現場を訪ねて頂いた中京区の

小川さん。橋梁関連のお仕事を

されている方で、現場新聞の

メール配信を申し込んでくれま

した。応援ありがとうございま

した。

皆様よりたくさんの「声」を頂きました

歩道部（インターロッキングブロック）の仕上がり

石井様（左）とモーニング仲間

ご紹介は５０音順とさせて頂いています

最終回では地域の声を
聞き込み誌面で紹介。
多数の感謝の言葉が
寄せられた
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「
担
い
手
確
保
と
私
の
役
目
」

�
石
垣
　
修
治
（
公
成
建
設
株
式
会
社
）

大
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
た
と
き
に
部
活
動
の
O
B
に
声

を
掛
け
ら
れ
、
自
身
の
経
営
す
る
建
設
会

社
で
「
土
木
作
業
だ
が
や
っ
て
み
な
い
か
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
で
生
活

も
厳
し
か
っ
た
の
で
、
喜
ん
で
お
世
話
に

な
り
、
こ
れ
が
私
と
土
木
の
初
め
て
の
出

会
い
で
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
が
始
ま
り
、
私
の
怠
惰
な

生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
季
節
は
真
冬
、

日
の
出
前
か
ら
仕
事
の
支
度
を
し
、
原
付

に
乗
っ
て
現
場
へ
向
か
い
、
ク
タ
ク
タ
に

な
っ
て
夕
方
帰
っ
て
く
る
。
た
ま
に
寝
坊

を
し
て
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
何

と
か
3
年
ほ
ど
続
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。私

の
父
と
母
は
恋
愛
結
婚
で
、
と
あ
る

自
動
車
教
習
所
で
父
が
母
に
声
を
か
け
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
母
か
ら
聞
い

て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
最
後
の
現
場
は
、

偶
然
に
も
そ
の
自
動
車
教
習
所
の
前
の
歩

道
整
備
工
事
で
し
た
。
父
と
母
が
歩
い
た

で
あ
ろ
う
歩
道
を
撤
去
し
、
ま
た
新
し
い

歩
道
を
造
る
作
業
に
自
分
が
従
事
し
て
い

る
こ
と
に
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
約
20
年
、
私
は
45
歳
に
な
り
、

土
木
工
事
の
現
場
監
督
と
な
り
ま
し
た
。

2
人
の
息
子
（
17
歳
と
18
歳
）
の
父
に
も

な
り
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
息
子
達
と
進

路
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
増
え
て
き

た
の
で
す
が
、
正
直
言
っ
て
的
を
射
た
ア

ド
バ
イ
ス
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

な
ら
ば
「
世
の
皆
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て

仕
事
を
選
択
し
て
い
る
の
か
、
実
際
聞
い

て
み
よ
う
。」
と
思
い
、
機
会
を
見
つ
け

て
は
自
分
の
現
場
に
来
て
く
れ
て
い
る
職

人
さ
ん
に
「
ど
う
し
て
今
の
仕
事
を
選
ん

だ
の
か
。」
と
、
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

私
は
、
多
分
大
勢
の
人
は
夢
や
希
望
を

叶
え
、
職
を
選
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
勝

手
に
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
実

は
違
い
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
人
と
の

つ
な
が
り
」
で
し
た
。「
手
伝
っ
て
く
れ

と
声
を
か
け
ら
れ
、
も
う
10
年
経
つ
よ
」

と
か
「
バ
イ
ト
の
つ
も
り
が
社
員
に
な
っ

た
」
な
ど
、「
子
供
の
頃
か
ら
の
夢
で
し

た
」
と
い
う
回
答
は
ご
く
稀
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
時
代
は
令
和
に
な

り
、
次
第
に
人
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
る

な
か
、
人
と
の
関
わ
り
が
ま
だ
大
切
に
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
な
が
ら
も
、
同
時

に
希
望
を
実
現
で
き
る
職
探
し
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
今
私
が
現
場
代

理
人
を
務
め
る
橋
梁
架
け
替
え
工
事
（
橋

長
70
ｍ
全
幅
員
約
24
ｍ
）
の
現
場
で
の
話

で
す
。
橋
の
片
方
は
商
店
街
も
う
片
方
は

世
界
遺
産
に
続
く
歴
史
あ
る
地
域
で
、
数

あ
る
現
場
の
中
で
も
特
に
珍
し
い
橋
の
新

設
工
事
な
の
で
、
連
日
多
く
の
観
覧
者
が

現
場
に
来
ら
れ
ま
す
。　

地
域
へ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
「
現
場

新
聞
」
と
い
う
名
の
刊
行
物
を
月
に
一
度

作
成
し
、
配
布
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

内
容
は
主
に
現
在
の
工
事
の
進
捗
・
来
月

の
作
業
内
容
や
見
ど
こ
ろ
・
現
場
で
実
施

さ
れ
て
い
る
様
々
な
工
夫
な
ど
を
わ
か
り

や
す
い
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
使
っ
て
表
現

し
ま
し
た
。

新
聞
配
布
の
反
響
は
思
い
の
ほ
か
大
き

く
、
配
布
希
望
者
も
増
え
、
現
場
観
覧
者

も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
工
事
の
理
解
と

土
木
工
事
へ
の
注
目
、
ひ
い
て
は
建
設
産

業
の
担
い
手
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
聞
を
渡
す
と
き
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
地
域
の
人
々
と
の
会
話

が
増
え
、
逆
に
私
が
刺
激
を
受
け
た
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

気
付
い
た
こ
と
は
、
土
木
工
事
に
あ
こ
が

れ
て
い
た
が
、
他
の
職
種
で
働
く
こ
と
に

な
っ
た
人
々
が
こ
ん
な
に
も
多
く
い
た
の

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
彼
ら
・
彼
女
ら

が
技
術
者
と
な
り
、
土
木
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
活
躍
し
た
な
ら
ば
、
絶
対
に
い
い
モ
ノ

が
出
来
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

昨
今
、
建
設
の
担
い
手
不
足
が
よ
く
言
わ

れ
、
実
際
私
も
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。
確

か
に
、
こ
の
仕
事
は
危
険
で
、
き
つ
く
、

汚
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地

域
の
期
待
に
応
え
、
国
土
の
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
る
仕
事
は
自
分
に
大
き
な
誇
り
を
持

た
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
現
場
で
大
き
な

重
機
が
動
い
て
い
る
と
、
地
元
の
お
爺
さ

ん
が
よ
く
言
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。「
ま

さ
に
男
の
ロ
マ
ン
だ
ね
」
と
。
こ
れ
は
あ

く
ま
で
男
性
目
線
の
表
現
で
す
が
・
・
・
。

将
来
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
、
外
国

人
労
働
力
や
先
端
技
術
に
よ
る
生
産
性
向

上
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
く
の
は
明
ら
か

で
す
。
し
か
し
、
国
内
に
も
建
設
産
業
の

「
ダ
イ
ヤ
の
原
石
」
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
眠
っ
て
い
る
の
で
、
私
の
役
目
は
現
場

か
ら
積
極
的
に
〝
き
っ
か
け
〟
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

振
り
返
る
と
、
私
に
と
っ
て
の
〝
き
っ

か
け
〟
は
自
動
車
教
習
所
の
前
の
歩
道
整

備
工
事
だ
っ
た
と
最
近
思
い
ま
す
。
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─
谷
山
徹
さ
ん

（
株
）古
瀬
組
／
京
都
市
下
京
区

現
場
の
経
験
を
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
つ
な
げ

信
頼
と
安
全
を
提
供
す
る
仕
事
を
遂
行
す
る

れ
る
ま
で
苦
労
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

仕
事
に
対
す
る
思
い
と
し
て
、
で
き
る
だ
け

失
敗
を
し
な
い
よ
う
に
と
心
掛
け
る
谷
山
さ
ん

は
、
念
入
り
に
確
認
作
業
を
行
っ
て
き
た
そ
う

で
す
。
現
場
で
は
多
く
の
作
業
員
の
方
々
に
助

け
て
も
ら
っ
た
と
感
謝
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
谷
山
さ
ん
で
す
が
、
仕

事
に
慣
れ
て
き
た
20
代
後
半
の
頃
、
現
場
の
作

業
員
と
の
意
思
の
疎
通
に
悩
ん
だ
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。「
こ
ち
ら
の
意
図
が
う
ま
く
伝
わ
ら

な
い
上
に
、
お
互
い
に
意
見
を
譲
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
り
、
衝
突
し
て
し
ま
う
時
期
が
あ
り

ま
し
た
」
と
、
反
省
す
る
谷
山
さ
ん
。
通
常
は
、

何
で
も
な
い
こ
と
で
も
、
自
ら
の
抱
え
る
業
務

が
過
大
に
な
っ
て
く
る
と
、
依
頼
や
伝
達
す
る

事
柄
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
も
実
感
し
ま

し
た
。

に
就
き
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
、
こ
の
業
界
に

入
職
し
た
原
点
と
も
い
え
る
体
験
で
し
た
」
と

い
い
ま
す
。
大
阪
産
業
大
学
の
工
学
部
に
入
学

し
、
都
市
や
住
宅
な
ど
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
を

卒
業
、
後
に
谷
山
さ
ん
の
地
元
で
信
頼
と
実
績

の
名
高
い
同
社
に
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が

現
場
を
円
滑
に
進
行
す
る
秘
訣

入
社
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
ど
の
新
人
も
同

様
の
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
谷
山
さ
ん
も
、
現
場
に
入
っ
た
時
に
一

般
と
は
異
な
る
業
界
な
ら
で
は
の
専
門
用
語
が

飛
び
交
い
、
そ
の
意
味
が
理
解
で
き
ず
戸
惑
い

を
覚
え
た
と
い
い
ま
す
。「
特
に
困
っ
た
の
が

単
位
の
表
現
で
し
た
。
建
築
分
野
で
は
ミ
リ
単

位
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
感
覚
に
慣

製
造
会
社
で
働
く
父
を
見
て

も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
仕
事
へ

１
９
３
５
年
に
京
都
府
で
創
業
し
た
古
瀬
組

は
、
創
業
80
年
を
超
え
る
老
舗
の
総
合
建
設
会

社
で
す
。
高
速
道
路
の
建
設
や
河
川
の
橋
脚
の

据
え
付
け
な
ど
、
土
木
関
連
の
公
共
工
事
を
主

に
、
近
年
で
は
地
下
鉄
・
四
条
烏
丸
駅
の
地
下

街
開
発
を
は
じ
め
、
小
学
校
跡
地
の
活
用
事
業

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

２
０
０
９
年
に
入
社
し
た
谷
山
徹
さ
ん
（
34

歳
）
は
、
建
設
事
業
部
の
建
築
課
に
所
属
す
る

気
鋭
の
建
設
人
で
す
。
谷
山
さ
ん
は
「
父
が
製

造
会
社
に
勤
務
し
、
小
学
校
の
頃
に
社
会
見
学

で
そ
の
仕
事
場
を
訪
れ
た
時
、
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
何
か
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
仕
事

小学校の社会見学での体験が建設業へ入職
するきっかけと語る谷山さん

われら建設人



17 ● Open Forum No.272

「
現
場
の
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
に
は
、
人

と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と

学
び
ま
し
た
」
と
谷
山
さ
ん
。
仕
事
に
取
り
組

む
際
、
自
ら
も
限
ら
れ
た
こ
と
に
集
中
し
て
し

ま
い
が
ち
な
点
に
も
気
づ
い
て
、
で
き
る
限
り

余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話

し
ま
す
。
作
業
員
の
方
々
と
も
う
ま
く
交
渉
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
そ
の
経
験
を
活
か

し
て
意
見
を
交
換
し
、
一
緒
に
現
場
を
進
行
し

て
い
け
る
信
頼
関
係
も
築
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

初
め
て
一
任
さ
れ
た
現
場
で
学
ん
だ

自
ら
の
課
題
点
を
胸
に
邁
進
す
る　

最
近
担
当
し
た
現
場
は
、
京
都
市
上
下
水
道

局
の
研
修
施
設
の
建
築
工
事
で
し
た
。
施
設
は

水
道
局
の
職
員
の
た
め
の
作
業
の
研
修
と
、
子

ど
も
た
ち
が
社
会
見
学
で
訪
れ
て
上
下
水
道
の

し
く
み
に
つ
い
て
学
べ
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

谷
山
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
入
社
し
て
初
め
て
任

さ
れ
た
公
共
施
設
の
現
場
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
場
代
理
人
と
し
て
、
品
質
管
理
や
工
程
管

理
、
予
算
管
理
、
発
注
者
と
の
対
応
な
ど
、
現

場
の
作
業
を
一
貫
す
る
任
務
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。全

体
の
業
務
の
中
で
、
谷
山
さ
ん
が
心
掛
け

た
こ
と
は
建
物
の
仕
上
が
り
を
よ
り
美
し
く
完

成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
美
し
さ
と
は
、
建
物
の

角
が
整
い
、
段
差
が
な
い
な
ど
、
外
見
上
の
事

柄
と
と
も
に
機
能
面
で
も
使
う
際
の
負
担
が
少

な
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。「
上
司
か
ら
は
図
面

を
見
て
、
施
工
時
の
問
題
点
や
課
題
な
ど
を
事

前
に
察
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
教
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
実
際
に
現
場
で
気
づ
く
こ
と
が

多
く
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
」
と
谷
山
さ
ん
。

丁
寧
に
進
め
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
確
認
事

項
が
多
く
な
り
、
作
業
が
遅
れ
が
ち
に
な
っ
た

り
、
工
期
が
迫
っ
て
く
る
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
た
り
と
、
自
ら
に
と
っ
て
も
学
ぶ
べ
き
こ

と
が
多
か
っ
た
現
場
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
も
職
人
た
ち
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
、
窮
地
を
乗
り
越
え
て
き
た

の
だ
と
い
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
予
定
通
り
完
成
し
て
、
受
注
者

か
ら
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

と
話
す
谷
山
さ
ん
。
こ
れ
を
教
訓
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
は
先
読
み
を
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て

い
る
段
取
り
を
し
て
い
く
こ
と
を
心
に
留
め

て
、
次
な
る
現
場
へ
向
か
い
ま
す
。　

苦
労
は
感
謝
の
言
葉
で
報
わ
れ

完
成
し
た
建
物
を
見
る
喜
び　

建
設
業
は
、
自
分
が
携
わ
っ
た
建
物
が
目
に

見
え
る
形
で
残
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る

谷
山
さ
ん
。「
建
物
が
完
成
し
て
年
月
を
経
て

も
、
何
か
の
折
に
そ
の
付
近
を
通
り
か
か
っ
た

際
に
は
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
返
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
」
と
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
振
り
返
っ
て

感
慨
深
く
思
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
自
ら
が
関
わ
っ
た
建
物
を
知
人
や
家
族
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
嬉
し
い
こ
と
だ

と
谷
山
さ
ん
は
感
じ
て
い
ま
す
。

建
物
の
建
築
に
は
、
土
工
や
建
具
、
内
装
な

ど
多
様
な
業
種
の
職
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
通
じ
て
協
力
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
て
い

く
こ
と
も
、
こ
の
仕
事
の
楽
し
み
と
話
し
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
も
大
き
な
魅
力

の
ひ
と
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「
工
事
を
進
め
る
途
中
で
、
思
う
よ
う
に
作

業
が
進
ま
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
完
成
し
た
時

に
感
謝
の
言
葉
を
聞
く
と
、
ま
た
次
も
が
ん
ば

ろ
う
と
意
欲
が
湧
き
ま
す
」
と
谷
山
さ
ん
。
建

物
を
引
き
渡
し
て
安
心
し
て
使
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
工
事
中
に
は
入
念
な
確
認
を
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、「
こ
れ
ま
で
現
場
の
職
人
や
上
司

に
教
え
て
も
ら
っ
て
き
た
こ
と
を
、
自
ら
も
若

い
世
代
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
存
在
に
な
り

た
い
」
と
話
す
谷
山
さ
ん
。
新
た
な
現
場
で
、

さ
ら
な
る
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

発
注
者
の
安
心
の
た
め
工
事
中
の

入
念
な
確
認
作
業
を
大
切
に
す
る

谷
山
さ
ん
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建
築
し
た
店
や
施
設
が
町
を
作
り
、

活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る

た
気
持
ち
で
入
社
し
ま
し
た
。

い
ざ
現
場
に
入
っ
て
み
る
と
、
用
語
や
手
順

な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
日
々
だ
っ
た

と
話
す
谷
口
さ
ん
。「
学
校
で
は
一
通
り
の
事

柄
を
習
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
通
用
す
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
実
際
に
は
異
な
る

こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
ね
」
と
当
時
を
思
い
返

し
て
苦
笑
し
ま
す
。

現
場
で
は
人
と
の
や
り
と
り
の
中
で
作
業
が

進
ん
で
い
き
ま
す
。
話
す
こ
と
が
あ
ま
り
得
意

で
は
な
か
っ
た
谷
口
さ
ん
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま
す
。
職

人
た
ち
が
話
す
業
界
な
ら
で
は
の
専
門
用
語
の

意
味
が
わ
か
ら
ず
、
戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
「
学
校
を
出
て
い
き
な
り
現
場
に
出

て
も
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
」
と
先
輩
た

ち
に
励
ま
さ
れ
つ
つ
、
１
年
、
２
年
と
ひ
と
つ

京
都
府
綾
部
市
に
本
社
を
置
く
浅
巻
建
設
。

１
９
５
３
年
に
創
業
し
、
道
路
や
河
川
工
事
な

ど
の
一
般
土
木
工
事
や
、
道
路
の
舗
装
工
事
を

担
う
土
木
部
門
と
、
公
共
施
設
や
マ
ン
シ
ョ

ン
、
店
舗
な
ど
の
建
築
を
行
う
建
築
部
門
を
主

に
展
開
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
現
場
で
の
経
験

ひ
た
す
ら
学
ん
で
成
長
す
る

そ
の
建
築
部
で
係
長
を
務
め
る
谷
口
裕
樹
さ

ん
（
41
歳
）。
建
設
業
界
に
入
職
し
た
き
っ
か

け
は
、
家
業
が
鉄
筋
工
事
業
を
営
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
何
か
を
造
る
こ
と
が

好
き
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
現
場
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
手
伝
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し

た
」
と
話
す
谷
口
さ
ん
。
専
門
学
校
で
は
建
築

科
を
専
攻
し
、
１
９
９
９
年
に
意
気
揚
々
と
し

われら建設人

ず
つ
経
験
を
積
ん
で
い
っ
た
そ
う
で
す
。

入
社
し
て
谷
口
さ
ん
が
い
ち
ば
ん
嬉
し
か
っ

た
こ
と
は
、
現
場
を
ひ
と
り
で
担
当
し
た
時
で

し
た
。
体
育
館
の
上
に
ベ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
工
事
を
任
さ
れ
、
や
り
遂
げ
た
時
に

は
、
こ
の
仕
事
の
楽
し
さ
が
実
感
で
き
た
の
だ

と
話
し
ま
す
。

現
場
で
は
状
況
に
応
じ
た
判
断
で
対
応

窮
地
は
社
長
の
激
励
で
乗
り
越
え
る

谷
口
さ
ん
が
所
属
す
る
建
築
部
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
建
物
の
建
築
を
行
っ
て
い
ま
す
。
民
間

か
ら
の
依
頼
も
多
く
、
各
種
店
舗
や
温
浴
施

設
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
ま
ち
な
か
や
人
々
の
暮

ら
し
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
ば
か
り

で
す
。「
自
分
が
作
っ
た
建
物
が
、
町
の
中
で

活
用
さ
れ
、
残
っ
て
い
く
こ
と
が
嬉
し
い
で
す

─
谷
口
裕
樹
さ
ん

浅
巻
建
設（
株
）／
京
都
府
綾
部
市

滝井社長（写真左）の言葉に「背中を押してもらった」
と谷口さん（写真右）
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な
が
ら
、『
何
が
あ
っ
て
も
何
と
か
な
る
』『
と
に

か
く
進
む
こ
と
が
大
切
』
と
背
中
を
押
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
谷
口
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

滝
井
昌
彦
社
長
は
、
か
つ
て
現
場
監
督
を
し

て
い
た
経
験
か
ら
、
谷
口
さ
ん
の
気
持
ち
が
よ

く
わ
か
る
の
だ
と
話
し
ま
す
。「
納
期
が
迫
る

と
現
場
監
督
と
し
て
は
切
羽
詰
ま
っ
た
感
じ
に

な
り
、
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
は
、
心
の
持
ち
よ
う
を
伝
え
て
励
ま
し

た
り
、
実
際
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
解
決
策
も

支
援
し
て
い
ま
す
」
と
滝
井
社
長
。
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
糧
に
し
て
、
谷
口
さ
ん
は
着
実
に
前

進
し
て
き
ま
し
た
。

資
格
の
取
得
に
よ
り
提
案
力
を
つ
け
て

よ
り
良
い
建
築
物
を
造
り
た
い

谷
口
さ
ん
が
仕
事
に
つ
い
て
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
工
期
を
遵
守

す
る
こ
と
や
、
予
算
内
で
の
施
工
を
基
本
に
し

て
、
完
成
し
た
建
物
の
見
栄
え
も
重
視
し
て
き

ま
し
た
。「
図
面
上
で
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な

い
所
に
気
づ
け
る
の
が
現
場
な
ら
で
は
の
視
点

で
す
。
ド
ア
の
配
置
や
段
差
な
ど
、
使
い
や
す

さ
に
留
意
し
て
、
施
主
さ
ん
に
も
提
案
し
て
い

ま
す
」
と
谷
口
さ
ん
。
機
能
性
と
共
に
、
美
し

く
仕
上
げ
る
こ
と
に
も
心
を
配
っ
て
い
ま
す
。

建
物
を
作
る
時
、
基
礎
か
ら
取
り
か
か
っ
て

い
き
、
少
し
ず
つ
形
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
様

子
を
見
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
谷
口

さ
ん
。
完
成
し
た
時
の
達
成
感
は
ひ
と
し
お

ね
」
と
谷
口
さ
ん
。

最
近
担
当
し
た
物
件
は
、
自
動
車
販
売
店
の

施
工
で
し
た
。
民
間
か
ら
の
依
頼
で
は
、
施
主

の
話
を
丁
寧
に
聞
き
込
み
な
が
ら
、
要
望
に
添

う
よ
う
進
め
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
今
回
の
場
合
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
店
舗
を

解
体
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
併
設
さ
れ
た
整
備

工
場
を
使
用
し
な
が
ら
場
所
を
移
動
さ
せ
、
新

た
な
店
舗
を
建
設
し
て
い
く
と
い
う
難
題
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
工
期
も
あ
ま
り
か
け
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

施
工
時
の
天
候
が
、
現
場
の
様
子
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
床
や
壁
面
な
ど
の
仕
上
が
り
も
変
化

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
雨
が
続

く
と
、
床
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
乾
き
に
く
く
、

工
期
に
響
く
こ
と
も
前
提
に
考
え
ま
す
。
仕
上

が
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
状
態
を
見
な
が

ら
表
面
を
削
っ
て
再
度
塗
り
直
す
な
ど
の
対
応

も
す
る
必
要
性
も
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
納
期
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
の
で
は
と
、
正

直
心
配
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
谷
口

さ
ん
。

困
っ
た
時
に
は
、
普
段

の
社
長
と
の
何
気
な
い
雑

談
の
中
で
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
窮
地
を
乗
り
越
え
て

き
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。

「
か
つ
て
失
敗
し
た
こ
と

な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ
り

経験を糧にして日々健闘する谷口さん

で
、
自
分
が
携
わ
っ
た
建
物

が
町
の
一
部
に
な
り
、
活
用

さ
れ
て
い
く
の
を
見
る
の
が

嬉
し
い
の
だ
と
い
い
ま
す
。

そ
ん
な
谷
口
さ
ん
の
様
子

を
見
て
、
滝
井
社
長
は
「
３

年
前
に
結
婚
し
て
、
守
る
べ

き
家
族
が
で
き
た
こ
と
で

い
っ
そ
う
責
任
感
が
強
く

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
仕
事
に
対
し
て
も
集
中

し
て
取
り
組
み
、
オ
ン
と
オ

フ
の
切
り
替
え
が
う
ま
く
、

働
き
方
改
革
に
も
繋
が
っ
て

い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

入
社
し
て
20
年
が
経
つ
が
、

建
築
も
奥
が
深
い
も
の
。
何

で
も
で
き
る
監
督
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て

は
、
建
築
部
で
は
施
主
か
ら

喜
ば
れ
、
満
足
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
よ
り
良
い
建
築
物
を
造
っ
て
い
き
た

い
と
話
す
谷
口
さ
ん
。

店
舗
の
施
工
も
多
い
こ
と
も
視
野
に
入
れ

て
、
消
防
設
備
の
資
格
取
得
に
も
挑
戦
し
た
い

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
時
折

担
当
し
て
き
た
土
木
管
理
に
つ
い
て
も
、
今
後

さ
ら
に
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

工期の遵守や予算内での施工を基本にし、完成した建物の見栄えも重視



京
都
に
は
歴
史
的
建
造
物
が
多
く
、
古

く
か
ら
の
神
社
仏
閣
や
京
町
家
が
立
ち
並

び
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
し
か

し
一
方
で
自
然
が
豊
か
な
京
都
府
で
は
、

特
に
近
年
、
大
型
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

い
ま
す
。

建
造
物
の
保
存
・
修
繕
に
も
、
災
害
の

予
防
と
復
旧
に
も
、
建
設
業
の
担
い
手
が

不
可
欠
で
す
が
、
そ
の
担
い
手
の
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

京
都
で
建
設
業
に
携
わ
る
こ
と
は
と
て

も
魅
力
的
な
こ
と
で
す
。
歴
史
的
価
値
の

あ
る
景
観
や
遺
産
を
後
世
へ
と
伝
え
「
歴

史
を
つ
な
ぎ
」、
生
活
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の

「
暮
ら
し
を
支
え
」
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

京
都
の
建
設
業
界
は
処
遇
や
職
場
環
境
の

改
善
を
進
め
生
産
性
を
高
め
、「
豊
か
に

働
く
」
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
々
進
化
す
る
建
設
業
の
現
場
と
そ
の

魅
力
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
見
て
、
知
っ

て
、
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
し

た
思
い
か
ら
「
京
都
府
建
設
業
魅
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
動
き
出
し
ま
し
た
。

（
一
社
）京
都
府
建
設
業
協
会
、（
一
社
）京

都
府
測
量
設
計
業
協
会
、
そ
し
て
京
都
府

建
設
交
通
部
が
参
画
し
、
令
和
元
年
に
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
建
設
業
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、「
暮
ら
し
の
中

の
建
造
物
」、
そ
し
て
「
建
設
に
携
わ
り

生
活
を
支
え
る
人
々
」
―
―
、
こ
の
２
つ

を
テ
ー
マ
に
第
１
回
の
「
ど
ぼ
く
・
け
ん

ち
く
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
し

た
。
テ
ー
マ
１
が
「
土
木
構
造
物
・
建
築

物
が
つ
く
り
だ
す
風
景
」、
テ
ー
マ
２
が

「
人
」。
応
募
者
に
制
限
を
設
け
ず
に
、
昨

年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
募
集
し
、
11

月
に
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
１
の
最
優
秀
賞
は
堀
口
亜
希
さ

ん
の
「
撥ハ

ツ
ウ
ン
ケ
ン
ジ
ツ

雲
見
日
」。
登
録
有
形
文
化
財

「
撥
雲
洞
」
の
隧
道
の
先
に
見
え
る
光
に

希
望
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
２
で

は
福
原
由
佳
さ
ん
の
「
灼
熱
の
ラ
ン
ボ
ー
」

に
決
定
。
熱
暑
に
働
く
若
い
担
い
手
の
一

瞬
の
姿
を
切
り
取
り
ま
し
た
。

　令和元年７月に設立された「京都府建設業魅力向上
プロジェクト推進プラットフォーム」が開催した「フォ
トコンテスト」には建設人や建造物の魅力溢れる写真
が寄せられました。現在、マンガも制作中です。

現
在
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
建
設

業
の
Ｐ
Ｒ
マ
ン
ガ
の
制
作
が
進
行
中

で
す
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は
京
都
精

華
大
学
の
協
力
を
得
て
お
り
、
綿
密

に
シ
ナ
リ
オ
づ
く

り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ス

ト
ー
リ
ー
は
、

就
職
先
に
悩
む
拓

海
君
が
、
建
設
会

社
で
現
場
監
督
を

務
め
る
父
親
の
橋

梁
建
設
現
場
を
見

学
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

見
学
を
通
し
て
橋
梁
建
設
の
大
切

さ
、
地
図
に
残
る
仕
事
の
素
晴
ら
し

さ
に
目
覚
め
て
い
き
ま
す
。
建
設
業

の
魅
力
向
上
に
一
役
か
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

建
設
産
業
の
魅
力
を
若
者
に
発
信

―
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
マ
ン
ガ
制
作
―

どぼく・けんちくフォトコンテスト結果発表

KYOTOの柱になる仕事。

京都府建設業魅力
向上プロジェクト
京都府建設業魅力
向上プロジェクト

Open Forum No.272 ● 20



フ ォ ト コ ン テ ス ト 優 秀 作 品

隧道の先に見える光に昔も今も希望が
もてる気がして、撥雲洞を選びました。

コンクリート打設後、湿潤養生の為の散水
中に暑さに耐えきれなくなり、己自身に散
水する若手現場員の１コマです。

岸本勉さん
「古川広域河川改修工事・現場」��優秀賞��

島田雅治さん
「除雪機械出動式」��特別賞��

野々垣泰輝さん
「初冬の日の出」��特別賞��

堀口亜希さん
「撥

ハツウンケンジツ

雲見日」  最優秀賞  

福原由佳さん
「灼熱のランボー」  最優秀賞  

温井ヒロシさん
「夜の帳が下りる頃」��優秀賞��

西尾澄男さん
「支え」��優秀賞��

『土木構造物・建築物が
つくりだす風景』

テ ー マ １

『人』

テ ー マ 2
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一般社団法人京都府建設業協会広報誌

「けんたま」
で活躍中！

ぼく、「けんたま」
建設業の卵だから
「けんたま」って
呼ばれてるんだ！
よろしくね☆★

齊藤　光哩さん（小学３年）

松田　莉桜さん（小学５年）

第22回

小学生
建築デザイン展

最優秀賞

香山　夏菜子さん（小学１年）

福井　愛蘭さん（小学４年） 黒木　あかりさん（小学６年）

岡本　椋汰くん（小学２年）

あったら
いいな

〈楽しい
我が家

〉

令和２年11月７日
表彰式開催

●大手建設会社を先頭に建設工事は止
まらずに施工が続いております。大変
ありがたいことであります。しかし、
全国で建設業者79社が倒産に追い込
まれているのが現状です。コロナ禍と
なった昨年の建設計画中止や延期の影
響はこれからのようです。また、本誌
でも触れておりますが、来年度はキャ
リアアップシステムや技士補制度など、
建設業界での新たな取り組みが本格化
します。皆が慣れるまでには時間がか
かるし先が見えにくい手間が増えます
……落ち着いて対処しましょう。そん
な状況をしっかり見据えて来年度も広
報誌を発行していきたいと思います。
� （E.T）
●2021年は節分が２月２日でした。
２月３日からずれるのは、明治30年

２月２日以来の
124年ぶりとの
事。元小料理屋
の女将をしてい
た知人も、華や
かな御膳を用意されていました。南南
東に向けて厄除け・長寿を祈願された
と思います。2021年、コロナが収束
に向かい、皆様も健やかに過ごせる様
な年となるようお祈り申し上げます。
� （事務局）
●節分について
節分は季節を分けるという意味の雑節
で、本来は各季節の始まりである立
春・立夏・立秋・立冬の前日それぞれ
を指すはずだが、そのうち立春の前日
だけが残ったものとされている。つま
り、立春が定まれば節分もその前日と
して定まるわけだ。
では立春はというと、春分や秋分と
同じく二十四節気の１つであるか

ら、2012年のトピックスで説明し
た秋分と同じ理屈で同じように変動す
る。すなわち、１年ごとでは１太陽年�
365.2422日と１年�365日の差～約
６時間ずつ遅くなる一方、うるう年に
は４年前より少し早くなる、というパ
ターンだ（図表）。
こうして、しばらく２月４日の中に納
まっていた立春の日が令和３年には２
月３日へ移り、その前日たる節分も連
動して２月２日へ移ったという次第で
ある。

図表：立春の推移（予測を含む）

引用：�国立天文台HP「節分の日が動き出す」�
https://eco.mtk.nao.ac.jp/koyomi/
topics/html/topics2021_2.html


